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創立50周年記念特集 第1弾

岐阜経済大学は
2017年4月に創立50周年を迎えます

【特集1】

【特集2】 大学は学びの宝庫! ―僕らの研究・大公開!―

【特集3】 誌上座談会 ―岐阜の地方創生から見る岐阜経済大学の役割―

教育最前線

キャンパス彩々 

キャリア支援課だより

輝け!アスリートたち

6

8

10

14

16

12

Close-up OB

研究室だより

近著紹介

お知らせ

江西師範大学からの留学生を紹介します

18

19

19

20

20

新2号館（シンボル棟）イメージ

新食堂イメージ

本学の協定校である中国・江西師範大学から来日している2名の留学生（編入学生・短期留学生）から、
日本での生活や今後の意気込みについてうかがいました。

　日本に来てから、あっという間に半年が経ちました。毎日とても楽しくて、充実しています。実は日本に来る前は、両親
と300km以上離れたことが一度もない自分は、本当にうまくやっていけるのかなと思っていました。でも、岐阜経済大
学の皆さんは想像以上に親切だし、先生や友達からもいろいろ助けてもらっているので、今まで生活の中で困ったこと
は何一つなかったと言えます。
　この半年間で、自分の日本語の能力はもちろん伸びましたし、ほかにも、いろいろ成長したと感じています。また、先
生はとても優しくて、分からないことがあったら何度でも詳しく説明してくれるおかげで、授業もとても順調に進んでい
ます。
　来学期の授業は今学期より大変だと思いますが、自分は目標を達成するために努力を惜しみません。優しい先生た
ちに恵まれているので、私はこれからも両親や先生たちの期待に応えられるように精いっぱい頑張っていくつもりです。

江西師範大学からの留学生を紹介します

学校法人岐阜経済大学と
学校法人大垣女子短期大学との
法人合併協議開始について

学内役職者

宇佐見 正史
安田　 晶彦
中川　 裕司

経済学部長（経済学部教授）

教務部長・留学生別科長（経営学部准教授）

キャリア支援部長（経営学部教授）

高橋　 信一
森　　 誠一

経営学部長・大学院研究科長（経営学部教授）

学生部長（経済学部教授）

鈴木　美保 企画広報課主事

2016年4月1日付

教職員人事

経済学部経済学科
科目等履修生（3年次編入学予定）

リ　カンさん

経済学部経済学科
短期留学生

ゴ　ベンさん

　私は中国の南部に生まれ、子どもの時からアニメをはじめ、様々な日本の文化と接してきました。日本のアニメやドラ
マを見ながら育つうちに、だんだん日本に対して興味をもちました。江西師範大学で日本語科を選び、一所懸命勉強し、
ようやく今年、交換留学生として日本に来ることができました。
　来日して半年が過ぎましたが、日本の生活にも慣れ、留学生活を通じて、改めていろいろなことが分かりました。正直、
外国で初めてのひとり暮らしは不安がありました。しかし、学生課の方をはじめとして、多くの方々に大学生活のお世話
をしていただき、留学生活にも慣れてきました。
　日本の大学の授業は中国とほぼ同じくらいで、自由な時間が多くあり、好きな研究や学問に打ち込むことができます。
　岐阜経済大学に来てからは、十万石まつりをはじめ、ホームステイや大垣市立中川小学校での交流事業など、多くの
イベントに参加し、様々な経験を通じて留学生活が豊かになり、日本に対しての興味もより一層深まりました。
　私は将来、日本の大学院に進学したいので、4月からの新学期は経済学を精一杯勉強し、さらに今、興味のある歴史学
ももっと勉強したいと思っています。

　新聞やテレビの報道により、既にご承知の方もおられると思います
が、学校法人岐阜経済大学と学校法人大垣女子短期大学は、平成28
年1月28日両学校法人の理事会において、両法人間で合併協議を開
始することを議決しました。これにもとづき、両法人は合併協議開始に
係る基本合意書を交わしました。今後、平成29年4月1日の法人合併
を目標に協議をすすめてまいります。
　なお、今回の協議は、あくまでも両大学を運営する2つの『学校法人』
の合併について協議するものであり、大学の合併ではありません。また、
平成28・29年度入学者についても、現状通りで変更はありません。

　このたび、学校法人岐阜経済大学並びに学校法人大垣女子短
期大学の代表者間において、今後の18歳人口の減少を背景と
する大学間競争に対処するとともに、地方創生等、地域における
高等教育機関としての期待に従前に増して応えられるよう、双方
が有する経営資源を一体的に有効活用し、もって経営基盤の強
化を図るため、学校法人の合併に向けた協議を開始することの
基本的合意に至りました。

1月28日（木）基本合意書を締結

合併協議開始の経緯と目的 合併協議開始の意義

①18歳人口急減期を迎えるにあたり、両法人の合併によるスケールメリット、及び双
方が保有する特色ある経営資源の有効活用による相乗効果を生み出すことが可能
となり、経営の安定化に資するものであります。
②西濃地域の主要高等教育機関の一元化により、地域における「知の拠点」として、教
育、文化、地域振興、スポーツ、健康福祉など、様々な分野での地域貢献の可能性が
広がります。
③本合併により、地域が期待する高等教育機関としての持続的発展を指向でき、西濃
学園都市の実現に近づくことができます。

退職 2016年2月29日付
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Rebirth
西濃学園都市で新たないぶきを起こす
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2017年４月 岐阜経済大学は

創立50周年を迎えます

基
本
コ
ン
セ
プ
ト
へ
の
想
い

■第1回入学式（「岐阜日日新聞」（現「岐阜新聞」）1967年4月
　18日西濃版）

■創立５０周年記念事業　実施体制

創立５０周年記念事業実行委員会

新ビジョン委員会

式典・企画広報委員会

キャンパス整備委員会

５０年誌編纂委員会

寄付金募集委員会

校友会記念事業委員会

ハード・ソフト事業の一部を次ページで紹介 開学当時の校舎

大学近景

特集1

ハード（キャンパス整備）事業（予定）
○新２号館（シンボル棟）建設
○新食堂建設
○スポーツ施設の整備
　（第2体育館、女子ソフトボール場）
○大学正面景観の再整備
○教室環境整備
　（音響・映像・情報機器・机・椅子等）

ソフト事業（予定）
○50周年記念式典
○50年誌の発刊
○講演会
○シンポジウム
○留学生の奨学基金の創設
○コンサート

○50周年記念マーク制作
○記念動画作成
○広報活動
　（新聞・ラジオ・ポスター）
○記念事業報告書の作成
　　　　　　　　　　など
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ハード（キャンパス整備）事業（予定）
○新２号館（シンボル棟）建設
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ソフト事業（予定）
○50周年記念式典
○50年誌の発刊
○講演会
○シンポジウム
○留学生の奨学基金の創設
○コンサート

○50周年記念マーク制作
○記念動画作成
○広報活動
　（新聞・ラジオ・ポスター）
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岐阜経済大学創立50周年記念事業募金ご協力のお願い
　今回の50周年記念事業は、大学のイメージを大幅に刷
新し、若者が集い、活気あふれるキャンパスづくりを行うも
のです。学生の学びや課外活動、地域に開かれた学術文化
行事等、幅広いハード・ソフト事業に取組む内容となってお
ります。
　これらの諸事業を推進するため、広く皆様方のご支援・
ご協力をお願いいたします。

寄付金の減免税措置（寄付金控除）について

募金目標金額 ３億円

寄付金額 個人：１口／１千円（１口以上）、
法人：口数及び金額は定めておりません

募集期間 ２０１６年４月から２０１９年３月

（１）個人の場合
ご寄付いただいた金額が２千円を超える場合は、「税額控除」と「所得控除」の
いずれか有利な方を確定申告の際に選択することができます。

（２）法人の場合
法人からの寄付金は法人税法に基づき、当該事業年度の損金に算入すること
ができます。「受配者指定寄付金」または「特定寄付金」のいずれかを選択する
ことができます。
※申し込み方法等、詳細につきましては、決まり次第公式Webサイト
　（http://www.gifu-keizai.ac.jp/）でお知らせします。

お問い合わせ先

岐阜経済大学　財務課 TEL ： 0584-77-3508
E-mail ： zaimu@gifu-keizai.ac.jp

創立50周年
記念事業概要

①自然環境と現代建築の調和のとれたキャンパス

②明るいキャンパス

③清潔・洒落たキャンパス

④活気が見えるキャンパス

⑤未来志向で将来性を感じさせるキャンパス

新食堂内観イメージ
キャンパスアメニティと地域交流の
拠点となるカフェ・レストラン

新 2号館（シンボル棟）内観イメージ 学びのきっかけをつくる学習環境が充実した校舎

キャンパス刷新のコンセプト

大学正面景観イメージ

4GKU NOW ! vol.915 岐阜経済大学マガジン
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岐阜経済大学創立50周年記念事業募金ご協力のお願い
　今回の50周年記念事業は、大学のイメージを大幅に刷
新し、若者が集い、活気あふれるキャンパスづくりを行うも
のです。学生の学びや課外活動、地域に開かれた学術文化
行事等、幅広いハード・ソフト事業に取組む内容となってお
ります。
　これらの諸事業を推進するため、広く皆様方のご支援・
ご協力をお願いいたします。

寄付金の減免税措置（寄付金控除）について

募金目標金額 ３億円

寄付金額 個人：１口／１千円（１口以上）、
法人：口数及び金額は定めておりません

募集期間 ２０１６年４月から２０１９年３月

（１）個人の場合
ご寄付いただいた金額が２千円を超える場合は、「税額控除」と「所得控除」の
いずれか有利な方を確定申告の際に選択することができます。

（２）法人の場合
法人からの寄付金は法人税法に基づき、当該事業年度の損金に算入すること
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お問い合わせ先

岐阜経済大学　財務課 TEL ： 0584-77-3508
E-mail ： zaimu@gifu-keizai.ac.jp
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　2015年度の研究は、地元の100円ショップ
「セリア」を対象に行いました。
　前学期は、小売業の基礎知識と100円ショップ
の仕組みの大枠を学びました。講義を受けた後、
各自で本や雑誌記事などを中心に、調べたことを
発表しました。前学期の学習を通じて、100円
ショップの経営で大事なことは、いかに販売数量
を増やし、いかにたくさんの顧客に買ってもらう
かであることが分かりました。また、利益率を上げるために、生産コストを抑えることが重要
であり、人件費の削減、低い流通コスト、外国での安価な生産などの工夫がなされているこ
とも知りました。
　後学期は、セリアについて、新聞記事やネット記事を中心に具体的に学びました。また、大
垣市にあるセリアの本社を訪問し、平野義幸総務部長にマーケティング戦略を伺いました。
実際に訪問して、文献や資料以外の情報を聞くことができ、良い勉強となりました。企業訪

問から得た経営戦略の知識を一言でま
とめると、「企業経営にとって大切なの
は、顧客が満足する商品を提供するこ
と」です。
　ゼミナール大会での発表テーマにつ
いては、各自がそれぞれ自分の意見を出
し合って決め、発表の準備もお互いに協
力して進めていきました。

韓　金江ゼミ 地元企業の研究

　ゼミでの一年間の研究を通じ
て、セリアのことだけではなく、
100円ショップ業界や、小売業の
ビジネスの基本を学ぶことができ
ました。そして、何よりも人前で自
分たちの考えを伝える勇気が生
まれてきました。この経験を活か
して来年の就職活動も頑張って
いきたいです。

大学は学 びの宝庫！
僕らの研究・ 大公開！

　本ゼミでは、福祉や支援の現場に入り、自ら「支
援とは何か？」を感じ取り、考えていくことを目標
にしています。そのために必要なことは「笑顔」。
笑顔いっぱいのゼミを目指しています。
　3年生のゼミでは、夏休みに大阪への日帰り調
査旅行を行い、午前中に株式会社ユー・エス・
ジェイの社会貢献活動、午後からは豊中市社会
福祉協議会の「豊中び～のび～のプロジェクト」
（発達障がい者等の支援）へのインタビュー調査
を行いました。
　この調査は、日本で有数のテーマパークと、先
駆的な地域福祉を実践している社協での、支援
の現状を調査するものです。さらに、2年次に
行った「利用者との関わり」から幅を広げ、「支援
者を通して」支援を考えるものでもあります。
　調査旅行後はゼミナール大会に向けて調査をまとめていき、最終的にはUSJでの調査に
東京ディズニーランドの内容を加え、「夢だけじゃ終わらせない!!－USJとTDRの社会貢献

活動－」として、ゼミナール大会で発表しました。残
念ながらゼミナール大会では賞には届きませんで
した。しかし、テーマパークが社会貢献として、障が
いや病気を抱えている方々の「現実」の中に「夢」
を届けることが、どれだけ「生きる希望」への支援
となっているのかを、ゼミ生たちは精一杯報告し
てくれました。

山田 武司ゼミ ソーシャルワークの臨床ゼミの
研究テーマ

　今回のUSJ調査旅行では、社
会貢献活動担当の方にお忙しい
中時間を割いて頂いて、貴重なお
話を聴くことができ、とても考え
させられました。企業のある「地
域」に目を向け、積極的に活動を
されていること、そして、そこにあ
る企業としての想い、担当者とし
ての想いを多くの方に知っていた
だきたいと思います。

ゼミの
研究テーマ

演習Ⅱ

荒木 基巨 さん
経営学部スポーツ経営学科　3年
（愛知県　木曽川高校出身）

ゼ
ミ
生
よ
り

　3日間にわたり高山市の職員の
方に行財政や産業、福祉などの現
状や取り組みについて教えてい
ただき、支所地域においては、市
町村合併について教えていただ
きました。質疑応答の時間も豊富
にあり、様々な質問に細やかに対
応していただき、充実した研修と
なりました。

久野 亜弥香 さん
経済学部経済学科　2年

（岐阜県　大垣商業高校出身）

寺町　英里子 さん
経済学部公共政策学科　3年
（岐阜県　大垣桜高校出身）

ゼ
ミ
生
よ
り

ゼ
ミ
生
よ
り

演習Ⅱ

　この演習は地方財政論を専攻するゼミであり、自
治体財政の実証分析を学びの中心としています。
2015年度の2年生は、都市的な課題、農村的な課
題の両方を学びたいという学生の意向もあり、２年
間を通じて「高山市を対象とした財政の総合的な分
析」を共同研究のテーマとしています。最終的な到
達目標は、「財政」を切り口に高山市の実態を明らか
にし、そのうえで高山市財政と高山市が抱える地域
課題について検討することです。
　今年度は、基本的文献の輪読による理論や制度に関する知識の習得と、財政と経済・社会
構造に関する統計分析をおこないました。それらをふまえ、高山市の政策について学ぶため
に、2月8日～10日に高山市役所でのヒアリング調査を実施しました。具体的には、財政運
営、観光政策、農業振興政策をはじめとする産業振興政策、子育て支援、高齢者支援をはじ
めとする福祉政策、都市基盤整備、合併による影響、近年進められている協働の取り組み等
についてお話を聞かせていただきました。この演習は、地方公務員、社会福祉士、地域金融

への就職を志す「地域」に関心の高い学生
を中心に構成されていることもあり、今回
の調査を通じて、地域課題について能動的
に学ぶ意欲が高まったようです。
　ヒアリング調査、統計情報の提供等を通
じて、高山市役所、市議会の皆様には多大
なご支援を頂いております。そうしたご協力
のもとに、来年度にはより内容に踏み込ん
だ複数回の調査を実施する予定です。

藤井 えりのゼミ 高山市を対象とした財政の
総合的な分析

ゼミの
研究テーマ

演習Ⅰ

　本ゼミは、中学校・高等学校の保健体育教師をめざす学生が所属
しています。１年を通して、実践力のある教師の資質と能力を高める
べく演習活動を行ってきました。ゼミナール大会では、学びの成果を
発表する場であると位置づけ、「保健の授業づくり」について研究成
果を発表しました。
　保健の授業のなかでも、「原発」・「放射線」を研究テーマに選んだ
理由は、「原発」「放射線」は「命」にかかわる大問題であるということ、
今日においても事故による汚染が続いていること、私たちが毎日使
用しているエネルギーに関わる重要な課題であることなど、「健康と
環境」に関わる課題・問題であるにも関わらず、現在の中学校・高等
学校保健科の教科書に掲載されていなかったからです。
　授業構想では、中学生に対して、「どのような切り口で原発・放射線の授業をできるのか」、
「中学生の身近なものから『原発』・『放射線』について考える」、「『原発』・『放射線』に関わっ
て悩み苦しむ人々に共感し、思考をめぐらす」、「授業内容に関わって中学生の関心、ますま
す知りたくなる教科内容を考える」、「どのように放射線と付き合っていくか思考し、自分自
身でできることを考える」ということを中心にゼミ内で議論を重ねてきました。文献や資料

だけでなく、現職の中学校保健体育教師にもヒアリングさ
せていただきました。また、実際にキャンパスにおいて、放
射線を測定しました。
　本研究を通して、「原発」「放射線」のような社会問題に
関わる内容の授業をするには、事実とデータから言える複
数の判断を示し、それを探すように促し生徒へ問いかけて
いくことが求められると学ばされました。本研究の成果を、
来年度行う教育実習に活かしてほしいと強く思いました。

伊藤 嘉人ゼミ
中学生に原発をどう教えるか？
―中学校保健教材における
　　　　　健康と放射線の授業構想―

　ゼミナール大会では、原発問題
について保健の授業を考えまし
た。さまざまな観点から子供たち
に理解してもらえるように工夫し
ました。原発問題は保健の授業で
大きく扱われないので、授業づく
りは大変でしたが、これから教師
を目指していく上で良い経験にな
りました。

ゼミの
研究テーマ

長尾 亮汰 さん
経営学部スポーツ経営学科　3年
（岐阜県　美濃加茂高校出身）

ゼ
ミ
生
よ
り

教職総合演習

学内での放射線測定

特集2
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大きく扱われないので、授業づく
りは大変でしたが、これから教師
を目指していく上で良い経験にな
りました。

ゼミの
研究テーマ

長尾 亮汰 さん
経営学部スポーツ経営学科　3年
（岐阜県　美濃加茂高校出身）

ゼ
ミ
生
よ
り

教職総合演習

学内での放射線測定

特集2
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誌上座談会
岐阜の地方創生から見る
岐阜経済大学の役割

　政
府
の「
ま
ち・ひ
と・し
ご
と
創
生
本
部
」は
、国
の
総
合
戦

略
を
定
め
る
と
と
も
に
、自
治
体
に
も
人
口
ビ
ジ
ョ
ン
と
総
合

戦
略
の
策
定
を
求
め
ま
し
た
。策
定
に
は
各
界
の
代
表
が
参
集

す
る
こ
と
に
な
り
、本
学
か
ら
も
6
名
が
、9
自
治
体
に
参
画

し
ま
し
た
。各
自
治
体
の
様
子
を
総
括
し
、本
学
が
、地
方
創

生
に
果
た
す
役
割
を
展
望
し
ま
し
た
。

竹
内
　
そ
れ
ぞ
れ
の
自
治
体
の
様
子
を
紹
介
し
て
く
だ
さ
い
。

高
橋
　
海
津
市
で
は
市
長
が
議
長
を
さ
れ
、自
治
連
合
会
、商

工
会
や
金
融
機
関
、海
津
明
誠
高
校
、西
濃
県
事
務
所
な
ど
か

ら
委
員
が
参
加
さ
れ
て
い
ま
し
た
。政
府
や
県
の
計
画
を
参
考

に
し
つ
つ
、基
本
方
針
を
検
討
し
て
い
き
ま
し
た
。海
津
市
は

人
口
減
少
傾
向
に
あ
る
の
で
、歯
止
め
を
か
け
ね
ば
な
ら
ず
、

育
児
支
援
も
含
め
た
総
合
的
方
針
案
と
な
り
ま
し
た
。農
業

の
担
い
手
確
保
、地
域
特
産
物・ブ
ラ
ン
ド
づ
く
り
、お
千
代
保

稲
荷
や
木
曽
三
川
公
園
等
の
観
光
名
所
、道
の
駅
、温
泉
施
設

な
ど
の
集
客
促
進
、交
通
不
便
の
解
消
方
法
な
ど
が
含
ま
れ
て

い
ま
す
。

竹
内
　
大
垣
市
の
人
口
減
は
県
内
で
は
小
さ
い
方
で
、現
在
約

16
万
人
の
人
口
を
、2
0
6
0
年
で
も
15
万
人
以
上
で
維
持

す
る
こ
と
を
目
標
に
し
ま
し
た
。出
産
の
多
い
30
歳
前
後
の
人

口
は
減
り
、死
亡
率
の
高
い
高
齢
世
代
が
急
増
す
る
の
で
、自

然
減
は
避
け
ら
れ
ま
せ
ん
。こ
れ
に
対
し
、大
都
市
へ
の
転
出

を
減
ら
し
、人
口
減
を
小
幅
に
留
め
る
こ
と
が
課
題
で
す
。子

育
て
日
本
一
を
ア
ピ
ー
ル
し
、若
い
世
代
を
引
き
付
け
る
こ
と

が
第
一
目
標
に
な
っ
て
い
ま
し
た
。

菊
本
　
大
野
町
の
場
合
、進
学・就
職・結
婚
等
を
き
っ
か
け
に

転
出
傾
向
は
あ
り
ま
す
が
、30
歳
代
等
の
子
育
て
世
代
は
住
宅

取
得
等
に
よ
り
転
入
す
る
傾
向
が
あ
り
ま
す
。そ
こ
で
、大
垣

市
と
同
様
、「
安
心
し
て
子
育
て
が
で
き
る
環
境
」へ
の
期
待
が

大
き
く
な
っ
て
い
ま
す
。

　
議
論
の
キ
ー
ワ
ー
ド
は「
人
材
の
不
足
」で
し
た
。企
業
の
人

材
不
足
感
は
慢
性
的
な
課
題
で
、若
い
世
代
の
定
着
に
よ
る
労

働
力
確
保
策
が
求
め
ら
れ
て
い
ま
し
た
。

勝
田
　
神
戸
町
も
2
0
0
5
年
を
ピ
ー
ク
に
人
口
減
少
局
面

に
あ
り
ま
す
。合
計
特
殊
出
生
率
が
低
く
、自
然
減
が
続
き
、

ま
た
、近
隣
市
や
愛
知
県
へ
の
転
出
が
多
い
、若
い
世
代
を
中

心
に
仕
事
や
結
婚
を
理
由
と
し
た
社
会
減
が
続
い
て
い
ま
す
。

そ
こ
で
、出
生
数
の
上
昇
と
転
出
の
抑
制
、転
入
の
促
進
を
基

本
と
し
た
施
策
展
開
が
議
論
さ
れ
ま
し
た
。

　
産
業・雇
用
の
創
生
、交
流
人
口・滞
留
人
口
の
拡
大
、結
婚

か
ら
子
育
て
ま
で
の
支
援
、福
祉
、生
涯
学
習・ス
ポ
ー
ツ
等
の

地
域
活
動
を
通
じ
た
コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ
形
成
、西
濃
広
域
連
携
に

よ
る
魅
力
向
上
が
大
き
な
目
標
で
す
。観
光
に
も
力
を
入
れ
、

昨
年
４
月
に
担
当
課
を
設
け
、ゆ
る
キ
ャ
ラ「
ば
ら
菜
」を
活
用

し
つ
つ
、町
の
魅
力
を
発
信
し
て
い
ま
す
。ご
う
ど
ブ
ラ
ン
ド
を

認
定
し
、ア
ン
テ
ナ
シ
ョ
ッ
プ
も
設
置
し
て
い
ま
す
。

竹
内
　
観
光
に
つ
い
て
は
、大
垣
市
も
西
濃
圏
域
に
本
巣
市
も

加
え
た
広
域
連
携
を
提
案
さ
れ
て
お
り
、連
携
事
業
も
始
ま
っ

て
い
ま
す
。関
ヶ
原
町
は
自
然
減
、社
会
減
と
も
に
多
く
な
る

中
、観
光
に
よ
る
活
性
化
が
一
つ
の
柱
と
な
っ
て
い
ま
す
。岐
阜

県
が
、関
ヶ
原
の
古
戦
場
を
活
用
し
た
広
域
連
携
に
熱
心
な
の

で
、そ
れ
に
呼
応
し
た
事
業
計
画
が
練
ら
れ
ま
し
た
。

小
川
　
垂
井
町
は
、中
央
に
国
道
21
号
線
と
J
R
東
海
道
本

線
が
通
っ
て
お
り
、名
古
屋
へ
の
ア
ク
セ
ス
は
悪
く
あ
り
ま
せ

ん
。比
較
優
位
を
生
か
し
、工
場
誘
致
に
関
す
る
条
例
を
策
定
、

工
業
立
地
に
よ
っ
て
町
を
発
展
さ
せ
て
き
ま
し
た
。今
回
の
特

徴
は
、住
民
参
画
の
仕
組
み
、若
者・U
タ
ー
ン
者
等
の
就
労・雇

用
環
境
づ
く
り
の
取
り
組
み
、ふ
る
さ
と
納
税
拡
充
等
の
シ

テ
ィ・プ
ロ
モ
ー
シ
ョ
ン
の
三
つ
で
す
。

野
崎
　
輪
之
内
町
で
は
自
然
減
対
策
と
し
て
、結
婚
を
望
む

若
者
が
希
望
ど
お
り
結
婚
で
き
る
よ
う
地
域
を
あ
げ
て
サ

ポ
ー
ト
す
る
、結
婚
し
た
カ
ッ
プ
ル
の
子
育
て
支
援
を
充
実
さ

せ
、国
の
長
期
ビ
ジ
ョ
ン
レ
ベ
ル
ま
で
出
生
率
を
上
昇
さ
せ
る

な
ど
、環
境
面
の
支
援
を
考
え
て
い
ま
す
。社
会
減
対
策
と
し

て
、企
業
誘
致
や
起
業
支
援
に
よ
り
雇
用
を
創
出
し
、職
業
理

由
の
転
出
を
抑
制
し
つ
つ
、U・I
タ
ー
ン
を
促
進
す
る
こ
と
で
、

外
需
依
存
型
経
済
構
造
か
ら
内
発
型
経
済
構
造
へ
の
転
換
が

企
図
さ
れ
ま
し
た
。

竹
内
　
合
計
特
殊
出
生
率
は
県
内
最
低
水
準
の
山
県
市
の
場

合
、結
婚
時
で
の
転
出
が
多
く
、周
辺
自
治
体
の
吸
引
力
に
対

抗
す
る
こ
と
が
課
題
で
し
た
。子
育
て
環
境
は
整
っ
て
い
る
の

に
流
出
超
過
な
の
で
、ブ
ラ
ン
ド
力
を
高
め
る
こ
と
を
意
識
し

ま
し
た
。白
川
町
の
場
合
、大
き
な
雇
用
が
美
濃
加
茂
市
ま
で

少
な
く
、人
口
減
は
岐
阜
県
最
大
に
予
測
さ
れ
て
い
ま
す
。地

域
へ
の
愛
着
は
非
常
に
高
い
の
で
、今
日
の
主
力
の
製
茶
や
、か

つ
て
の
基
幹
産
業
の
東
濃
檜
の
販
路
創
出・拡
大
が
具
体
的
目

標
で
す
。

　
岐
阜
県
全
体
に
人
口
高
齢
化
が
進
み
、今
後
30
年
で
は
自

然
減
は
避
け
ら
れ
な
い
。い
か
に
転
出
を
防
ぎ
、若
い
世
代
を

呼
び
込
み
、活
性
化
を
図
る
か
が
課
題
と
い
う
こ
と
だ
と
思
い

ま
す
。そ
の
中
で
、本
学
は
ど
ん
な
役
割
を
果
た
せ
る
で
し
ょ

う
か
。

高
橋
　
海
津
市
で
は
、地
元
高
校
や
商
店
街
と
の
連
携
が
謳
わ

れ
て
い
ま
し
た
。ス
ポ
ー
ツ
に
よ
る
地
域
活
性
化
や
、ま
ち
づ

く
り
出
前
講
座
開
催
も
企
画
さ
れ
て
い
ま
し
た
。海
津
明
誠
高

校
で
は
商
品
開
発
と
道
の
駅
で
の
販
売
も
構
想
し
て
い
ま
す
。

本
学
と
の
高
大
連
携
を
活
用
し
、本
学
学
生
も
一
緒
に
学
び

な
が
ら
、地
域
の
活
性
化
に
結
び
付
く
取
組
み
を
行
う
。あ
る

い
は
、ス
ポ
ー
ツ
に
取
り
組
む
学
生
が「
ス
ポ
ー
ツ
に
よ
る
地

域
活
性
化
」に
協
力
す
る
こ
と
も
で
き
そ
う
で
す
。

勝
田
　
本
学
に
は「
公
共
政
策
特
論
」と
い
う
オ
ム
ニ
バ
ス
科

目
が
あ
り
、自
治
体
の
方
に
講
義
を
お
願
い
し
て
い
ま
す
。自

治
体
職
員
の
方
の
負
担
を
増
や
し
て
い
る
面
も
あ
り
ま
す
が
、

講
義
の
場
を
活
用
し
、地
域
の
問
題
を
学
生
に
伝
え
理
解
を
促

す
こ
と
は
、地
方
創
生
の
種
蒔
き
の
チ
ャ
ン
ス
で
す
。自
治
体
職

員
の
方
に
も
、何
か
気
づ
き
が
あ
れ
ば
と
い
う
こ
と
も
常
に
考

え
て
い
ま
す
。

　
ま
た
、広
域
連
携
は
有
効
で
す
が
、自
治
体
そ
れ
ぞ
れ
に
利

害
が
あ
り
ま
す
。本
学
は
地
域
の
地（
知
）の
拠
点
と
し
て
、公

益
的
な
観
点
か
ら
連
携
が
円
滑
に
進
む
よ
う
お
手
伝
い
が
で

き
れ
ば
と
思
い
ま
す
。

小
川
　
戦
略
策
定
で
は
、住
民
の
意
見
を
聞
き
ア
イ
デ
ィ
ア
を

出
し
合
う
ワ
ー
ク
シ
ョ
ッ
プ
が
あ
り
ま
し
た
。私
は
フ
ァ
シ
リ

テ
ー
タ
ー（
進
行
役
）と
し
て
参
画
し
ま
し
た
が
、学
生
も
、中・

高
生
グ
ル
ー
プ
の
フ
ァ
シ
リ
テ
ー
タ
ー
を
担
当
し
ま
し
た
。

様
々
な
意
見
や
ア
イ
デ
ィ
ア
を
引
き
出
し
、調
整
す
る
フ
ァ
シ

リ
テ
ー
タ
ー
と
し
て
の
参
画
は
、教
職
員
や
学
生
が
役
割
を
発

揮
す
る
格
好
の
機
会
で
す
。学
生
は
、余
所
者
視
点
を
持
ち
、

ま
た
、中
高
生
に
と
っ
て
、「
お
兄
さ
ん・お
姉
さ
ん
」で
、意
見
を

引
き
出
し
や
す
い
存
在
で
す
。ま
た
、コ
ミ
ュ
ニ
ケ
ー
シ
ョ
ン
力

や
論
理
的
思
考
を
鍛
え
る
機
会
に
も
な
り
ま
し
た
。

野
崎
　
私
は
少
し
専
門
的
観
点
か
ら
提
案
し
ま
す
。ま
ず
、地

域
振
興
、企
業
立
地
等
に
関
す
る
事
業
等
に
つ
い
て
、定
量
的

に
検
証
す
る
こ
と
が
必
要
で
す
。そ
う
し
た
分

析
で
、シ
ン
ク
タ
ン
ク
と
し
て
の
役
割
を
果
た
す

こ
と
が
で
き
ま
す
。ま
た
、特
徴
的
事
業
に
つ
い

て
、ヒ
ア
リ
ン
グ
調
査
、作
業
体
験
な
ど
を
含
め

て
、学
生
の
ア
ク
テ
ィ
ブ・ラ
ー
ニ
ン
グ
の
場
と
し

て
活
用
す
る
こ
と
も
考
え
ら
れ
ま
す
。

菊
本
　
大
野
町
で
は「
大
野
の
太
鼓
判
」と
い
う

特
産
品
認
定
事
業
が
あ
り
ま
す
が
、道
の
駅
の

開
駅
に
向
け
て
、さ
ら
な
る
特
産
品
開
発
に
乗

り
出
し
て
い
ま
す
。以
前
、大
野
町
商
工
会
を
通

じ
て
、マ
イ
ス
タ
ー
倶
楽
部
の
学
生
た
ち
が
商
店

街
調
査
及
び
再
生
事
業
に
取
り
組
ん
だ
こ
と
が

あ
り
ま
す
。大
学
生
や
地
元
高
校
生
、子
ど
も
た

ち
を
ま
き
こ
ん
で
地
元
資
源
調
査
か
ら
商
品
開

発
ま
で
一
貫
し
た
取
り
組
み
を
や
る
と
面
白
い

か
も
し
れ
ま
せ
ん
。6
次
産
業
化
に
つ
い
て
は
、

マ
ー
ケ
テ
ィ
ン
グ
を
含
む
情
報
分
野
か
ら
の
教

員
や
学
生
の
参
加
も
期
待
さ
れ
ま
す
。

竹
内
　
教
職
員
、学
生
の
関
わ
り
が
多
様
に
考

え
ら
れ
、頼
も
し
い
で
す
ね
。そ
れ
ら
を
点
の
活

動
に
終
わ
ら
せ
る
の
で
は
な
く
、全
体
と
し
て
有

機
的
な
取
り
組
み
に
組
織
す
る
。そ
う
す
る
こ

と
で
、ノ
ウ
ハ
ウ
や
知
財
が
本
学
に
蓄
積
さ
れ
、

再
生
産
さ
れ
て
、発
展
的
に
活
用
さ
れ
て
い
く

仕
組
み
づ
く
り
が
必
要
だ
と
痛
感
し
ま
し
た
。

菊
本
　
よ
り
包
括
的
に
は
、人
材
育
成
の
役
割

が
あ
り
ま
す
。地
方
で
は
、企
業
の
人
材
不
足
感

が
慢
性
化
し
て
お
り
、企
業
ニ
ー
ズ
と
学
生
を

マ
ッ
チ
ン
グ
す
る
取
り
組
み
が
必
要
で
す
。若
い

世
代
の
転
出
は
圧
倒
的
に
進
学・就
職
の
タ
イ
ミ
ン
グ
で
す
。本

学
が
地
元
の
高
校
生
か
ら
進
学
先
と
し
て
積
極
的
に
選
ば
れ

る
大
学
に
な
り
、存
在
感
を
よ
り
高
め
る
こ
と
が
最
高
の
地
域

貢
献
に
な
り
ま
す
。地
元
で
進
学・就
職
し
た
い
と
思
う
こ
と

の
出
来
る
魅
力
的
な
学
び
を
追
求
し
、人
口
の
流
出
を
留
め
る

一
助
と
な
る
の
が
、地
方
大
学
の
使
命
で
は
な
い
で
し
ょ
う
か
。

竹
内
　
ま
っ
た
く
そ
の
通
り
で
す
。本
学
ら
し
い
地
域
実
践
教

育
を
通
じ
、地
域
で
学
び
、地
域
を
つ
く
る
！
そ
の
た
め
の
カ

リ
キ
ュ
ラ
ム
を
磨
き
上
げ
、発
信
し
、共
感
し
て
い
た
だ
け
る
同

志
を
増
や
し
た
い
で
す
ね
。

地域連携担当副学長・経営学部教授
竹内　治彦氏
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座談会参加者

大垣市「大垣市地域創生総合戦略
策定委員会」委員長他、山県市、
関ヶ原町、白川町で同様の委員会
の座長を務める。

経済学部教授
勝田　美穂氏
神戸町「神戸町まち・ひと・しごと創
生有識者会議」会長

経済学部准教授
野崎　道哉氏
輪之内町「輪之内町総合戦略推進
委員会」委員

経済学部准教授
菊本　舞氏
大野町「おおの創生総合戦略検討
委員会」委員長

経営学部教授
高橋　信一氏
海津市「海津市創生総合戦略推進
懇談会」アドバイザー

まちなか共同研究室マイスター倶楽部
地域連携推進センター
チーフコーディネーター

小川　尚紀氏

垂井町「垂井町まち・ひと・しごと創
生総合戦略会議」委員

海津市・行基寺から西濃地区を望む

笹尾山　石田三成陣跡
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誌上座談会
岐阜の地方創生から見る
岐阜経済大学の役割

　政
府
の「
ま
ち・ひ
と・し
ご
と
創
生
本
部
」は
、国
の
総
合
戦

略
を
定
め
る
と
と
も
に
、自
治
体
に
も
人
口
ビ
ジ
ョ
ン
と
総
合

戦
略
の
策
定
を
求
め
ま
し
た
。策
定
に
は
各
界
の
代
表
が
参
集

す
る
こ
と
に
な
り
、本
学
か
ら
も
6
名
が
、9
自
治
体
に
参
画

し
ま
し
た
。各
自
治
体
の
様
子
を
総
括
し
、本
学
が
、地
方
創

生
に
果
た
す
役
割
を
展
望
し
ま
し
た
。

竹
内
　
そ
れ
ぞ
れ
の
自
治
体
の
様
子
を
紹
介
し
て
く
だ
さ
い
。

高
橋
　
海
津
市
で
は
市
長
が
議
長
を
さ
れ
、自
治
連
合
会
、商

工
会
や
金
融
機
関
、海
津
明
誠
高
校
、西
濃
県
事
務
所
な
ど
か

ら
委
員
が
参
加
さ
れ
て
い
ま
し
た
。政
府
や
県
の
計
画
を
参
考

に
し
つ
つ
、基
本
方
針
を
検
討
し
て
い
き
ま
し
た
。海
津
市
は

人
口
減
少
傾
向
に
あ
る
の
で
、歯
止
め
を
か
け
ね
ば
な
ら
ず
、

育
児
支
援
も
含
め
た
総
合
的
方
針
案
と
な
り
ま
し
た
。農
業

の
担
い
手
確
保
、地
域
特
産
物・ブ
ラ
ン
ド
づ
く
り
、お
千
代
保

稲
荷
や
木
曽
三
川
公
園
等
の
観
光
名
所
、道
の
駅
、温
泉
施
設

な
ど
の
集
客
促
進
、交
通
不
便
の
解
消
方
法
な
ど
が
含
ま
れ
て

い
ま
す
。

竹
内
　
大
垣
市
の
人
口
減
は
県
内
で
は
小
さ
い
方
で
、現
在
約

16
万
人
の
人
口
を
、2
0
6
0
年
で
も
15
万
人
以
上
で
維
持

す
る
こ
と
を
目
標
に
し
ま
し
た
。出
産
の
多
い
30
歳
前
後
の
人

口
は
減
り
、死
亡
率
の
高
い
高
齢
世
代
が
急
増
す
る
の
で
、自

然
減
は
避
け
ら
れ
ま
せ
ん
。こ
れ
に
対
し
、大
都
市
へ
の
転
出

を
減
ら
し
、人
口
減
を
小
幅
に
留
め
る
こ
と
が
課
題
で
す
。子

育
て
日
本
一
を
ア
ピ
ー
ル
し
、若
い
世
代
を
引
き
付
け
る
こ
と

が
第
一
目
標
に
な
っ
て
い
ま
し
た
。

菊
本
　
大
野
町
の
場
合
、進
学・就
職・結
婚
等
を
き
っ
か
け
に

転
出
傾
向
は
あ
り
ま
す
が
、30
歳
代
等
の
子
育
て
世
代
は
住
宅

取
得
等
に
よ
り
転
入
す
る
傾
向
が
あ
り
ま
す
。そ
こ
で
、大
垣

市
と
同
様
、「
安
心
し
て
子
育
て
が
で
き
る
環
境
」へ
の
期
待
が

大
き
く
な
っ
て
い
ま
す
。

　
議
論
の
キ
ー
ワ
ー
ド
は「
人
材
の
不
足
」で
し
た
。企
業
の
人

材
不
足
感
は
慢
性
的
な
課
題
で
、若
い
世
代
の
定
着
に
よ
る
労

働
力
確
保
策
が
求
め
ら
れ
て
い
ま
し
た
。

勝
田
　
神
戸
町
も
2
0
0
5
年
を
ピ
ー
ク
に
人
口
減
少
局
面

に
あ
り
ま
す
。合
計
特
殊
出
生
率
が
低
く
、自
然
減
が
続
き
、

ま
た
、近
隣
市
や
愛
知
県
へ
の
転
出
が
多
い
、若
い
世
代
を
中

心
に
仕
事
や
結
婚
を
理
由
と
し
た
社
会
減
が
続
い
て
い
ま
す
。

そ
こ
で
、出
生
数
の
上
昇
と
転
出
の
抑
制
、転
入
の
促
進
を
基

本
と
し
た
施
策
展
開
が
議
論
さ
れ
ま
し
た
。

　
産
業・雇
用
の
創
生
、交
流
人
口・滞
留
人
口
の
拡
大
、結
婚

か
ら
子
育
て
ま
で
の
支
援
、福
祉
、生
涯
学
習・ス
ポ
ー
ツ
等
の

地
域
活
動
を
通
じ
た
コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ
形
成
、西
濃
広
域
連
携
に

よ
る
魅
力
向
上
が
大
き
な
目
標
で
す
。観
光
に
も
力
を
入
れ
、

昨
年
４
月
に
担
当
課
を
設
け
、ゆ
る
キ
ャ
ラ「
ば
ら
菜
」を
活
用

し
つ
つ
、町
の
魅
力
を
発
信
し
て
い
ま
す
。ご
う
ど
ブ
ラ
ン
ド
を

認
定
し
、ア
ン
テ
ナ
シ
ョ
ッ
プ
も
設
置
し
て
い
ま
す
。

竹
内
　
観
光
に
つ
い
て
は
、大
垣
市
も
西
濃
圏
域
に
本
巣
市
も

加
え
た
広
域
連
携
を
提
案
さ
れ
て
お
り
、連
携
事
業
も
始
ま
っ

て
い
ま
す
。関
ヶ
原
町
は
自
然
減
、社
会
減
と
も
に
多
く
な
る

中
、観
光
に
よ
る
活
性
化
が
一
つ
の
柱
と
な
っ
て
い
ま
す
。岐
阜

県
が
、関
ヶ
原
の
古
戦
場
を
活
用
し
た
広
域
連
携
に
熱
心
な
の

で
、そ
れ
に
呼
応
し
た
事
業
計
画
が
練
ら
れ
ま
し
た
。

小
川
　
垂
井
町
は
、中
央
に
国
道
21
号
線
と
J
R
東
海
道
本

線
が
通
っ
て
お
り
、名
古
屋
へ
の
ア
ク
セ
ス
は
悪
く
あ
り
ま
せ

ん
。比
較
優
位
を
生
か
し
、工
場
誘
致
に
関
す
る
条
例
を
策
定
、

工
業
立
地
に
よ
っ
て
町
を
発
展
さ
せ
て
き
ま
し
た
。今
回
の
特

徴
は
、住
民
参
画
の
仕
組
み
、若
者・U
タ
ー
ン
者
等
の
就
労・雇

用
環
境
づ
く
り
の
取
り
組
み
、ふ
る
さ
と
納
税
拡
充
等
の
シ

テ
ィ・プ
ロ
モ
ー
シ
ョ
ン
の
三
つ
で
す
。

野
崎
　
輪
之
内
町
で
は
自
然
減
対
策
と
し
て
、結
婚
を
望
む

若
者
が
希
望
ど
お
り
結
婚
で
き
る
よ
う
地
域
を
あ
げ
て
サ

ポ
ー
ト
す
る
、結
婚
し
た
カ
ッ
プ
ル
の
子
育
て
支
援
を
充
実
さ

せ
、国
の
長
期
ビ
ジ
ョ
ン
レ
ベ
ル
ま
で
出
生
率
を
上
昇
さ
せ
る

な
ど
、環
境
面
の
支
援
を
考
え
て
い
ま
す
。社
会
減
対
策
と
し

て
、企
業
誘
致
や
起
業
支
援
に
よ
り
雇
用
を
創
出
し
、職
業
理

由
の
転
出
を
抑
制
し
つ
つ
、U・I
タ
ー
ン
を
促
進
す
る
こ
と
で
、

外
需
依
存
型
経
済
構
造
か
ら
内
発
型
経
済
構
造
へ
の
転
換
が

企
図
さ
れ
ま
し
た
。

竹
内
　
合
計
特
殊
出
生
率
は
県
内
最
低
水
準
の
山
県
市
の
場

合
、結
婚
時
で
の
転
出
が
多
く
、周
辺
自
治
体
の
吸
引
力
に
対

抗
す
る
こ
と
が
課
題
で
し
た
。子
育
て
環
境
は
整
っ
て
い
る
の

に
流
出
超
過
な
の
で
、ブ
ラ
ン
ド
力
を
高
め
る
こ
と
を
意
識
し

ま
し
た
。白
川
町
の
場
合
、大
き
な
雇
用
が
美
濃
加
茂
市
ま
で

少
な
く
、人
口
減
は
岐
阜
県
最
大
に
予
測
さ
れ
て
い
ま
す
。地

域
へ
の
愛
着
は
非
常
に
高
い
の
で
、今
日
の
主
力
の
製
茶
や
、か

つ
て
の
基
幹
産
業
の
東
濃
檜
の
販
路
創
出・拡
大
が
具
体
的
目

標
で
す
。

　
岐
阜
県
全
体
に
人
口
高
齢
化
が
進
み
、今
後
30
年
で
は
自

然
減
は
避
け
ら
れ
な
い
。い
か
に
転
出
を
防
ぎ
、若
い
世
代
を

呼
び
込
み
、活
性
化
を
図
る
か
が
課
題
と
い
う
こ
と
だ
と
思
い

ま
す
。そ
の
中
で
、本
学
は
ど
ん
な
役
割
を
果
た
せ
る
で
し
ょ

う
か
。

高
橋
　
海
津
市
で
は
、地
元
高
校
や
商
店
街
と
の
連
携
が
謳
わ

れ
て
い
ま
し
た
。ス
ポ
ー
ツ
に
よ
る
地
域
活
性
化
や
、ま
ち
づ

く
り
出
前
講
座
開
催
も
企
画
さ
れ
て
い
ま
し
た
。海
津
明
誠
高

校
で
は
商
品
開
発
と
道
の
駅
で
の
販
売
も
構
想
し
て
い
ま
す
。

本
学
と
の
高
大
連
携
を
活
用
し
、本
学
学
生
も
一
緒
に
学
び

な
が
ら
、地
域
の
活
性
化
に
結
び
付
く
取
組
み
を
行
う
。あ
る

い
は
、ス
ポ
ー
ツ
に
取
り
組
む
学
生
が「
ス
ポ
ー
ツ
に
よ
る
地

域
活
性
化
」に
協
力
す
る
こ
と
も
で
き
そ
う
で
す
。

勝
田
　
本
学
に
は「
公
共
政
策
特
論
」と
い
う
オ
ム
ニ
バ
ス
科

目
が
あ
り
、自
治
体
の
方
に
講
義
を
お
願
い
し
て
い
ま
す
。自

治
体
職
員
の
方
の
負
担
を
増
や
し
て
い
る
面
も
あ
り
ま
す
が
、

講
義
の
場
を
活
用
し
、地
域
の
問
題
を
学
生
に
伝
え
理
解
を
促

す
こ
と
は
、地
方
創
生
の
種
蒔
き
の
チ
ャ
ン
ス
で
す
。自
治
体
職

員
の
方
に
も
、何
か
気
づ
き
が
あ
れ
ば
と
い
う
こ
と
も
常
に
考

え
て
い
ま
す
。

　
ま
た
、広
域
連
携
は
有
効
で
す
が
、自
治
体
そ
れ
ぞ
れ
に
利

害
が
あ
り
ま
す
。本
学
は
地
域
の
地（
知
）の
拠
点
と
し
て
、公

益
的
な
観
点
か
ら
連
携
が
円
滑
に
進
む
よ
う
お
手
伝
い
が
で

き
れ
ば
と
思
い
ま
す
。

小
川
　
戦
略
策
定
で
は
、住
民
の
意
見
を
聞
き
ア
イ
デ
ィ
ア
を

出
し
合
う
ワ
ー
ク
シ
ョ
ッ
プ
が
あ
り
ま
し
た
。私
は
フ
ァ
シ
リ

テ
ー
タ
ー（
進
行
役
）と
し
て
参
画
し
ま
し
た
が
、学
生
も
、中・

高
生
グ
ル
ー
プ
の
フ
ァ
シ
リ
テ
ー
タ
ー
を
担
当
し
ま
し
た
。

様
々
な
意
見
や
ア
イ
デ
ィ
ア
を
引
き
出
し
、調
整
す
る
フ
ァ
シ

リ
テ
ー
タ
ー
と
し
て
の
参
画
は
、教
職
員
や
学
生
が
役
割
を
発

揮
す
る
格
好
の
機
会
で
す
。学
生
は
、余
所
者
視
点
を
持
ち
、

ま
た
、中
高
生
に
と
っ
て
、「
お
兄
さ
ん・お
姉
さ
ん
」で
、意
見
を

引
き
出
し
や
す
い
存
在
で
す
。ま
た
、コ
ミ
ュ
ニ
ケ
ー
シ
ョ
ン
力

や
論
理
的
思
考
を
鍛
え
る
機
会
に
も
な
り
ま
し
た
。

野
崎
　
私
は
少
し
専
門
的
観
点
か
ら
提
案
し
ま
す
。ま
ず
、地

域
振
興
、企
業
立
地
等
に
関
す
る
事
業
等
に
つ
い
て
、定
量
的

に
検
証
す
る
こ
と
が
必
要
で
す
。そ
う
し
た
分

析
で
、シ
ン
ク
タ
ン
ク
と
し
て
の
役
割
を
果
た
す

こ
と
が
で
き
ま
す
。ま
た
、特
徴
的
事
業
に
つ
い

て
、ヒ
ア
リ
ン
グ
調
査
、作
業
体
験
な
ど
を
含
め

て
、学
生
の
ア
ク
テ
ィ
ブ・ラ
ー
ニ
ン
グ
の
場
と
し

て
活
用
す
る
こ
と
も
考
え
ら
れ
ま
す
。

菊
本
　
大
野
町
で
は「
大
野
の
太
鼓
判
」と
い
う

特
産
品
認
定
事
業
が
あ
り
ま
す
が
、道
の
駅
の

開
駅
に
向
け
て
、さ
ら
な
る
特
産
品
開
発
に
乗

り
出
し
て
い
ま
す
。以
前
、大
野
町
商
工
会
を
通

じ
て
、マ
イ
ス
タ
ー
倶
楽
部
の
学
生
た
ち
が
商
店

街
調
査
及
び
再
生
事
業
に
取
り
組
ん
だ
こ
と
が

あ
り
ま
す
。大
学
生
や
地
元
高
校
生
、子
ど
も
た

ち
を
ま
き
こ
ん
で
地
元
資
源
調
査
か
ら
商
品
開

発
ま
で
一
貫
し
た
取
り
組
み
を
や
る
と
面
白
い

か
も
し
れ
ま
せ
ん
。6
次
産
業
化
に
つ
い
て
は
、

マ
ー
ケ
テ
ィ
ン
グ
を
含
む
情
報
分
野
か
ら
の
教

員
や
学
生
の
参
加
も
期
待
さ
れ
ま
す
。

竹
内
　
教
職
員
、学
生
の
関
わ
り
が
多
様
に
考

え
ら
れ
、頼
も
し
い
で
す
ね
。そ
れ
ら
を
点
の
活

動
に
終
わ
ら
せ
る
の
で
は
な
く
、全
体
と
し
て
有

機
的
な
取
り
組
み
に
組
織
す
る
。そ
う
す
る
こ

と
で
、ノ
ウ
ハ
ウ
や
知
財
が
本
学
に
蓄
積
さ
れ
、

再
生
産
さ
れ
て
、発
展
的
に
活
用
さ
れ
て
い
く

仕
組
み
づ
く
り
が
必
要
だ
と
痛
感
し
ま
し
た
。

菊
本
　
よ
り
包
括
的
に
は
、人
材
育
成
の
役
割

が
あ
り
ま
す
。地
方
で
は
、企
業
の
人
材
不
足
感

が
慢
性
化
し
て
お
り
、企
業
ニ
ー
ズ
と
学
生
を

マ
ッ
チ
ン
グ
す
る
取
り
組
み
が
必
要
で
す
。若
い

世
代
の
転
出
は
圧
倒
的
に
進
学・就
職
の
タ
イ
ミ
ン
グ
で
す
。本

学
が
地
元
の
高
校
生
か
ら
進
学
先
と
し
て
積
極
的
に
選
ば
れ

る
大
学
に
な
り
、存
在
感
を
よ
り
高
め
る
こ
と
が
最
高
の
地
域

貢
献
に
な
り
ま
す
。地
元
で
進
学・就
職
し
た
い
と
思
う
こ
と

の
出
来
る
魅
力
的
な
学
び
を
追
求
し
、人
口
の
流
出
を
留
め
る

一
助
と
な
る
の
が
、地
方
大
学
の
使
命
で
は
な
い
で
し
ょ
う
か
。

竹
内
　
ま
っ
た
く
そ
の
通
り
で
す
。本
学
ら
し
い
地
域
実
践
教

育
を
通
じ
、地
域
で
学
び
、地
域
を
つ
く
る
！
そ
の
た
め
の
カ

リ
キ
ュ
ラ
ム
を
磨
き
上
げ
、発
信
し
、共
感
し
て
い
た
だ
け
る
同

志
を
増
や
し
た
い
で
す
ね
。

地域連携担当副学長・経営学部教授
竹内　治彦氏

特集3

座談会参加者

大垣市「大垣市地域創生総合戦略
策定委員会」委員長他、山県市、
関ヶ原町、白川町で同様の委員会
の座長を務める。

経済学部教授
勝田　美穂氏
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生有識者会議」会長
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まちなか共同研究室マイスター倶楽部
地域連携推進センター
チーフコーディネーター

小川　尚紀氏

垂井町「垂井町まち・ひと・しごと創
生総合戦略会議」委員

海津市・行基寺から西濃地区を望む

笹尾山　石田三成陣跡
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「私立大学等教育研究活性化
　　設備整備事業」で３年連続採択！

　2013、2014年度に続き、今年度も文部科学省と日本私立学校振興・共済事業団が共同で実施する「私立大学等改革総合
支援事業」に申請し、「私立大学等教育研究活性化設備整備事業」にて、学内にリアルタイムモーション計測システムに係る機器
を整備する事業が採択されました。整備概要は次の通りですが、事業の目的は、これらの機器を使用したスポーツ動作分析の実
践を学生自らが能動的に行うことにより、スポーツ科学について頭で理解するだけでなく、スポーツ科学の実践を経験し、将来
のスポーツ活動に科学的な視点を取り入れられるようにすることです。また、「体育授業インターンシップ」、「体育実技」、「健康
とスポーツ」の科目においても、実習で得られたデータの活用を予定しています。
　学生が実験、データ入力、分析を行い、結果の変化を生み出すという、科学的手法の繰り返しを実際的、能動的に学び、科学的
な態度を形成することが期待されます。

■ウエルロード200E（傾斜装置＆外部制御付）

スポーツ動作分析の授

業において室内でラン

ニング動作を撮影する

ために必要なランニング

マシーンです。

■オプトジャンプ・ネクスト（5mセット）

被験者の足元に設置することで、

被験者のランニング中の歩幅、

ピッチ、接地時間などを測定する

ことができるものです。高感度光

学センサーにより、1／1000秒

単位で計測することができ、被験

者の走り方の特徴を細かく分析

することができます。

■170万画素360Hzカメラシステム

リアルタイムモーション計測システムの中心となる動作分析用の赤外線カメラです。3台の赤外線カメラにより、被験者の位置をリアルタイム

で三次元的に解析することができます。関節の角度の変化や体の各部位の移動速度などを即座に計算することができ、直感ではなく客観的な

データに基づいたスポーツ指導のための情報を得ることができます。

ウ
ィ
リ
ア
ム
さ
ん
は
２
年
次
か
ら
企
業
人
育
成
課
程
に

転
入
さ
れ
ま
し
た
ね
。入
学
後
、企
業
人
育
成
課
程
に
転

入
し
た
の
に
は
、何
か
理
由
が
あ
り
ま
す
か
？

　元
々
経
済
学
に
関
心
が
あ
っ
た
の
で
す
が
、特
に「
企

業
の
経
営
」「
企
業
の
戦
略
」と「
企
業
の
売
上
」は
ど
の

よ
う
に
関
連
し
て
い
る
の
か
、ど
の
よ
う
な
影
響
を
受
け

て
い
る
の
か
を
学
び
た
く
て
企
業
人
育
成
コ
ー
ス
に
転

入
し
ま
し
た
。そ
れ
に
こ
の
コ
ー
ス
は
、私
の
よ
う
な
外

国
人
に
と
っ
て
、と
て
も
い
い
日
本
語
の
勉
強
に
な
る
と 

も
思
い
ま
し
た
。

企
業
人
育
成
課
程
に
転
入
し
て
よ
か
っ
た
こ
と
、ま
た
大

変
な
こ
と
は
あ
り
ま
す
か
？

　大
変
な
と
こ
ろ
は
や
は
り
日
本
語
で
す
。自
分
の
実
力

は
ま
だ
不
十
分
だ
と
思
う
の
で
、授
業
で
聞
い
た
話
を
も

う
一
度
自
宅
で
調
べ
て
確
認
す
る
こ
と
も
あ
り
ま
す
。そ

れ
に
毎
週
出
さ
れ
る
課
題
が
多
い
こ
と
で
す
。こ
の
コ
ー

ス
は
共
通
の
関
心
を
持
っ
て
い
る
方
ば
か
り
な
の
で
、い

つ
も
皆
で
助
け
合
っ
て
各
企
業
を
研
究
で
き
る
こ
と
が
よ

い
点
で
す
。皆
が
真
剣
な
雰
囲
気
で
勉
強
に
取
り
組
む
姿

勢
は
、社
会
人
に
な
っ
て
か
ら
き
っ
と
役
に
立
つ
と
思
い
ま

す
。ま
た
、自
分
の
人
脈
を
広
げ
る
こ
と
が
出
来
る
こ
と

も
よ
い
点
で
す
。

こ
れ
ま
で
の
企
業
人
育
成
課
程
の
授
業
で
最
も
印
象
に

残
っ
て
い
る
こ
と
を
教
え
て
く
だ
さ
い
。

　こ
の
コ
ー
ス
に
入
る
前
は
、一
度
も
企
業
見
学
を
し
た

こ
と
が
な
か
っ
た
の
で
、一
番
印
象
に
残
っ
て
い
る
の
は
、

初
め
て
行
っ
た
㈱
ト
ー
カ
イ
の
工
場
見
学
で
す
。会
社
の

社
風
を
感
じ
る
こ
と
が
で
き
て
と
て
も
よ
か
っ
た
で
す
。

社
内
の
見
学
の
後
に
、会
社
の
背
景
を
さ
ら
に
詳
し
く
聞

か
せ
て
も
ら
い
、た
く
さ
ん
質
問
を
し
ま
し
た
。私
に
と
っ

て
そ
の
時
の
感
覚
は
一
生
忘
れ
な
い
と
思
い
ま
す
。

こ
れ
か
ら
の
意
気
込
み
や
目
標
を
聞
か
せ
て
く
だ
さ
い
。

　私
は
こ
の
コ
ー
ス
に
入
っ
た
こ
と
で
、様
々
な
知
識
を

身
に
つ
け
ら
れ
、個
人
的
に
成
長
で
き
た
と
思
い
ま
す
。

し
か
し
、今
の
私
は
ま
だ
ま
だ
だ
と
思
い
ま
す
。こ
こ
で

大
丈
夫
だ
と
思
っ
た
ら
こ
れ
以
上
成
長
し
な
い
と
思
っ
て

い
る
の
で
、こ
れ
か
ら
も
企
業
の
研
究
や
資
格
試
験
な
ど

頑
張
っ
て
い
き
た
い
と
思
い
ま
す
。

地元・大垣の十万石まつりに参加

企業人育成課程で矢橋工業㈱を見学

2015年度は岐経祭実行委員としても活躍

企
業
人
育
成
課
程 

初
の
外
国
人
留
学
生

ウ
ィ
リ
ア
ム・ビ
ク
タ
ー・シ
ュ
ミ
ッ
ド 

さ
ん

（
経
済
学
部
経
済
学
科
　
2
年
）
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議長を務めて 安吉　晋也
　今回、ゼミナール協議会議長を務めてみて、苦労の連続だったと思います。議長になった時点では、自
分は何をしたらいいのかまったく分かりませんでした。ですが、教務課の方に一からしっかりと教えていた
だき、そして協力していただいたおかげで、何とかやりきることができました。そして、ゼミナール大会当日
では、大きなトラブルも起きることなく、自分も議長としてしっかり役目を果たすことができたと思います。
確かに、このような仕事は大変に思われがちですが、やり終えた後の達成感というのはその本人しか味わ
うことができないものです。興味が少しでもある人は、ぜひやってみたほうがいいと思います。

経済学部 経済学科 3年

　12月9日（水）、第43回学内ゼミナール大会が開催されました。
　ゼミナール（演習）単位で日頃の研究成果を発表し、教室毎に優秀賞を
競うこの大会も43回目を迎え、今年もアベノミクスやプロスポーツクラブ
のマーケティング戦略、ソーシャルメディアを活用した広報や保育所待機
児童問題など、実に幅広いテーマで30ゼミ・33チームが発表しました。

優秀賞

第
43
回
学
内
ゼ
ミ
ナ
ー
ル
大
会
開
催
！

岐経祭開催！ テーマは「経爆」

篠
田
ゼ
ミ
B

アスリートと睡眠
井
戸
ゼ
ミ

音声カードを利用する
神経衰弱サイトの開発

佐
藤（
俊
）ゼ
ミ

アベノミクスの
金融政策について

谷
江
ゼ
ミ

ドイツの電力市場の自由化
－日本への教訓－

韓
ゼ
ミ

100円ショップの仕組みとマーケティング戦略
－セリアの事例を中心に－

　今回で49回目となる「岐経祭」が2日間にわ
たって開催されました。
　今年のテーマは「経爆」。爆発するくらい盛り
上がろうというテーマに、学園祭実行委員会の
意気込みが感じられる2日間となりました。
　メインイベントのアーティストライブには、沖
縄県出身の男性4人組バンド「かりゆし58」を迎
え、約1100名もの来場者を前に、ステージでは
本学の沖縄県人会のエイサーとコラボするな
ど、大いに盛り上がりを見せました。

沖縄県人会のエイサー披露

幻想的な夜のステージ

模擬店も賑わっていました

実行委員会のメンバーが新聞社でPR

11月11日 ステージ組み立て 11月20日 ステージ完成

11月2
0日 ゲ

ート完
成！

（富山県　高岡西高校出身）
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内
定
者
報
告

イ
ン
タ
ー
ン
シ
ッ
プ
の
成
果
を
発
表

　
私
が
金
融
業
界
を
選
ん
だ
理
由
は
父
に
あ
り
ま
す
。父
が
銀
行
員
で
、そ

の
姿
を
見
て
き
た
こ
と
が
大
き
く
影
響
し
て
い
る
と
思
い
ま
す
。銀
行
員
と

し
て
の
つ
ら
さ
や
や
り
が
い
を
、就
職
活
動
が
始
ま
る
前
か
ら
聞
い
て
い
ま
し

た
。そ
の
た
め
、銀
行
員
と
し
て
必
要
に
な
っ
て
く
る
資
格
を
、在
学
中
に
い
ち

早
く
勉
強
し
て
取
得
で
き
た
の
が
よ
か
っ
た
と
思
い
ま
す
。ま
た
、イ
ン
タ
ー

ン
シ
ッ
プ
を
通
し
て
、自
分
が
銀
行
で
働
く
イ
メ
ー
ジ
を
持
つ
こ
と
が
で
き
た

と
思
い
ま
す
。

　
大
垣
共
立
銀
行
は「
お
客
様
に
選
ば
れ
る
銀
行
」と
し
て
サ
ー
ビ
ス
の
1

歩
先
を
考
え
挑
戦
し
て
い
る
銀
行
で
す
。私
自
身
も
時
代
に
屈
す
る
こ
と
な

く
、挑
戦
し
続
け
る
人
材
に
成
長
し
た
い
と
思
い
志
望
し
ま
し
た
。

　
就
職
活
動
と
し
て
は
、解
禁
日
の
後
ろ
倒
し
に
よ
り
時
間
が
あ
っ
た
の
で
、

キ
ャ
リ
ア
支
援
課
や
外
部
講
師
の
今
枝
先
生
に
協
力
し
て
も
ら
い
、履
歴
書

の
作
成
や
面
接
練
習
を
重
点
的
に
練
習
し
て
い
ま
し
た
。ま
た
、受
け
る
企

業
の
リ
ス
ト
を
作
成
し
、何
月
か
ら
選
考
が
始
ま
る
の
か
、面
接
は
何
回
あ
る

の
か
、な
ど
を
把
握
し
た
上
で
合
同
説
明
会
や
企
業
説
明
会
に
多
く
参
加

し
、情
報
収
集
を
行
い
ま
し
た
。大
垣
共
立
銀
行
の
採
用
試
験
に
臨
む
前
に

い
く
つ
か
の
企
業
を
受
け
、筆
記
試
験
の
練
習
や
面
接
の
練
習
を
重
ね
ま
し

た
。落
ち
た
時
こ
そ
何
が
ダ
メ
だ
っ
た
の
か
を
考
え
、次
に
繋
げ
る
と
い
い
と

思
い
ま
す
。

　
一
生
に
一
度
の
経
験
で
戸
惑
う
こ
と
も
あ
る
と
思
い
ま
す
が
、後
輩
の
皆

さ
ん
が
人
生
の
先
輩
方
の
話
を
聞
い
て
学
ん
で
、納
得
の
い
く
就
職
活
動
に

な
る
こ
と
を
願
っ
て
い
ま
す
。

　
2
0
1
7
年
3
月
卒
業
予
定
者（
現
3
年
生
）を
対
象
に
、

1
月
9
日（
土
）・10
日（
日
）の
両
日
、「
み
ん
な
の
内
定
獲
得

（
み
ん
な
い
）・集
中
セ
ミ
ナ
ー
」を
、ま
た
沖
縄
県
出
身
者
に
は

「
U
タ
ー
ン
就
職
セ
ミ
ナ
ー
」を
、そ
れ
ぞ
れ
学
内
で
開
催
し

ま
し
た
。

　
1
2
1
名
の
学
生
が
申
し
込
ん
だ「
み
ん
な
い
」で
は
、

「
キ
ャ
リ
ア
形
成
」の
授
業
で
も
ご
担
当
い
た
だ
い
て
い
る
今

枝
正
史
氏
を
講
師
に
迎
え
、目
標
設
定
や
自
己
分
析
に
加

え
、自
己
紹
介
リ
レ
ー
や
グ
ル
ー
プ
デ
ィ
ス
カ
ッ
シ
ョ
ン
と
い
っ

た
、セ
ミ
ナ
ー
な
ら
で
は
の
実
践
指
導
を
多
く
採
り
入
れ
て

意
識
を
高
め
ま
し
た
。就
職
が
決
定
し
て
い
る
4
年
次
生
の

チ
ュ
ー
タ
ー
5
名
の
指
導
や
檄
も
効
果
的
で
、開
始
時
と
終

了
時
で
は
学
生
の
表
情
も
声
の
張
り
方
も
随
分
変
化
し
て
い

ま
し
た
。

　
一
方「
沖
縄
U
タ
ー
ン
セ
ミ
ナ
ー
」は
就
職
コ
ー
デ
ィ
ネ
ー

タ
ー
の
砂
川
政
二
氏
を
沖
縄
か
ら
招
き
、沖
縄
出
身
の
3
年

次
生
全
員
と
応
援
に
来
て
く
れ
た
4
年
次
生
内
定
者
で
、2

日
間
の
内
容
の
濃
い
セ
ミ
ナ
ー
と
な
り
ま
し
た
。「
沖
縄
の
企

業
へ
の
ア
プ
ロ
ー
チ
は
と
に
か
く
訪
問
が
大
切
、岐
阜
経
済
大

学
生
ら
し
く
元
気
に
、身
だ
し
な
み
に
細
心
の
注
意
を
し
て

い
け
ば
大
丈
夫
」と
力
強
い
言
葉
を
頂
き
ま
し
た
。セ
ミ
ナ
ー

に
は
、毎
年
チ
ャ
レ
ン
ジ
し
て
い
る
沖
縄
の
食
品
メ
ー
カ
ー
さ

ん
が
来
学
し
て
く
だ
さ
り
、緊
張
の
中
に
も
和
気
あ
い
あ
い

と
し
た
懇
談
会
で
し
た
。

　
就
職
活
動
へ
の
気
構
え
や
テ
ク
ニ
ッ
ク
だ
け
で
な
く
、「
仲

間
同
士
の
協
力
の
重
要
さ
」も
感
じ
な
が
ら
、2
月
以
降
の
レ

ギ
ュ
ラ
ー
セ
ミ
ナ
ー
を
経
て
、い
よ
い
よ
企
業
訪
問
本
番
へ
と

向
か
っ
て
い
き
ま
す
。

　
岐
阜
県
内
企
業
等
で
イ
ン
タ
ー
ン
シ
ッ
プ（
就
業
体
験
）を
し

た
学
生
に
よ
る
成
果
報
告
会
が
、11
月
25
日
に
岐
阜
県
イ
ン

タ
ー
ン
シ
ッ
プ
推
進
協
議
会
主
催
で
開
催
さ
れ
、5
大
学
の
学

生
が
参
加
。本
学
か
ら
は
経
済
学
部
経
済
学
科
3
年
の
近
藤
晋

司
さ
ん（
岐
阜
県 

市
立
岐
阜
商
業
高
校
出
身
）と
竹
下
尚
吾
さ

ん（
岐
阜
県 

大
垣
南
高
校
出
身
）が
、大
垣
西
濃
信
用
金
庫
で
お

世
話
に
な
っ
た
実
習
に
つ
い
て
、企
業
関
係
者
ら
約
1
5
0
名

を
前
に
共
同
で
報
告
し
ま
し
た
。「
参
加
動
機
」「
実
習
内
容
」

「
学
ん
だ
こ
と
」「
自
己
の
課
題
と
今
後
の
取
り
組
み
」と
い
う
流

れ
で
７
分
程
度
に
ま
と
め
る
中
で
、「
渉
外
業
務
研
修
」が
最
も

刺
激
を
受
け
た
と
口
を
揃
え
て
い
ま
し
た
。「
他
大
学
の
発
表

を
聞
く
こ
と
で
様
々
な
業
種
に
つ
い
て
学
び
、学
生
た
ち
と
の

交
流
も
で
き
ま
し
た
」（
近
藤
さ
ん
）、「
人
事
の
方
々
の
率
直
な

お
話
を
聞
け
た
の
が
勉
強
に
な
り
ま
し
た
」（
竹
下
さ
ん
）と
そ

れ
ぞ
れ
が
振
り
返
っ
て
い
ま
し
た
。

経済学部経済学科 ４年

宮川　昂久
㈱大垣共立銀行　内定

（岐阜県　多治見高校出身）

　
私
は
物
流
の
業
界
を
選
び
ま
し
た
。そ
の
中
で
も
西
濃
運
輸
を
選
ん
だ
理

由
と
し
て
は
、企
業
説
明
会
で
人
事
部
の
方
の「
人
々
の
生
活
に
は
、物
が
あ

ふ
れ
て
い
ま
す
。ど
の
よ
う
な
物
も
、届
け
る
人
が
い
な
け
れ
ば
私
た
ち
の
手

元
に
は
来
ま
せ
ん
。大
げ
さ
に
聞
こ
え
る
か
も
し
れ
ま
せ
ん
が
、物
流
の
存

在
な
く
し
て
現
代
社
会
の
生
活
は
成
り
立
つ
こ
と
が
で
き
な
い
の
で
す
。そ

う
い
っ
た
点
で
物
流
と
人
間
は
切
っ
て
も
切
れ
な
い
関
係
に
あ
る
と
い
え
ま

す
。」と
い
う
言
葉
に
、と
て
も
説
得
力
が
あ
り
、魅
力
を
感
じ
た
か
ら
で
す
。

ま
た
、実
際
に
先
輩
社
員
の
お
話
を
聞
く
こ
と
で
、職
場
の
人
間
関
係
の
良

い
印
象
を
受
け
ま
し
た
。そ
の
他
に
、全
国
に
支
店
が
あ
る
た
め
、多
く
の
人

と
関
わ
り
を
持
つ
こ
と
が
で
き
、自
分
自
身
の
世
界
を
広
げ
る
こ
と
が
で
き

る
と
思
っ
た
か
ら
で
す
。

　
就
職
活
動
内
容
と
し
て
は
、主
に
、企
業
が
企
画
す
る
説
明
会
に
参
加
し

ま
し
た
。内
定
ま
で
の
道
の
り
は
、筆
記
試
験（
適
性
検
査
、S
P
I
）、面
接

（
個
人
面
接
、集
団
面
接
）が
あ
り
ま
し
た
。西
濃
運
輸
は
、面
接
重
視
で
個

人
面
接
、集
団
面
接
を
含
め
、計
5
回
行
い
ま
し
た
。

　
業
界
に
よ
っ
て
多
少
異
な
る
と
思
い
ま
す
が
、自
己
P
R
、志
望
動
機
、

入
社
後
の
目
標
、関
心
の
あ
る
出
来
事
な
ど
言
え
る
よ
う
に
し
て
お
け
ば
、

面
接
は
ほ
ぼ
大
丈
夫
だ
と
思
い
ま
す
。ま
た
、グ
ル
ー
プ
ワ
ー
ク
も
あ
っ
た

の
で
、協
調
性
、コ
ミ
ュ
ニ
ケ
ー
シ
ョ
ン
能
力
も
重
要
に
な
っ
て
く
る
と
思
い

ま
す
。

経営学部スポーツ経営学科 ４年

榊原　大貴

　
私
が
公
務
員
を
目
指
し
た
理
由
は
、長
く
安
定
し
て
働
く
こ
と
が
で
き
る

た
め
で
す
。加
え
て
大
学
で
福
祉
に
つ
い
て
学
ぶ
う
ち
に
地
域
福
祉
に
つ
い
て

興
味
を
持
ち
、地
元
海
津
市
の
地
域
福
祉
に
携
わ
る
仕
事
が
し
て
み
た
い
と

思
い
、市
役
所
職
員
を
志
望
し
ま
し
た
。と
は
い
え
元
々
は
福
祉
施
設
へ
の
就

職
を
志
望
し
て
い
た
た
め
本
格
的
に
公
務
員
対
策
を
始
め
た
の
は
3
年
生

の
12
月
ご
ろ
か
ら
で
し
た
。

　
幸
い
ア
ル
バ
イ
ト
の
関
係
で
普
段
か
ら
英
語
や
数
学
に
触
れ
て
い
た
た

め
、試
験
対
策
自
体
は
そ
こ
ま
で
苦
戦
し
ま
せ
ん
で
し
た
。し
か
し
履
歴
書
や

面
接
シ
ー
ト
な
ど
は
一
人
で
書
き
上
げ
る
の
は
難
し
く
、P
A
C
支
援
室
に

常
駐
さ
れ
て
い
る
公
務
員
対
策
の
先
生
や
キ
ャ
リ
ア
支
援
課
の
方
た
ち
に
協

力
し
て
頂
き
ま
し
た
。面
接
は
就
職
活
動
中
に
数
回
行
い
ま
し
た
が
、ど
れ
も

「
で
き
た
！
」と
は
思
え
ま
せ
ん
で
し
た
。面
接
は
や
り
過
ぎ
か
な
？
と
思
う

ぐ
ら
い
に
く
り
返
し
経
験
し
た
方
が
い
い
と
思
い
ま
す
。私
の
場
合
、市
役
所

の
前
に
県
庁
の
面
接
を
受
け
た
た
め「
公
務
員
の
面
接
」を
体
験
で
き
ま
し

た
。こ
れ
は
市
役
所
の
面
接
に
プ
ラ
ス
に
な
っ
た
と
感
じ
て
い
ま
す
。

　
公
務
員
志
望
に
関
わ
ら
ず
就
職
活
動
を
さ
れ
る
方
た
ち
へ
の
ア
ド
バ
イ
ス

と
し
て
は
、「
一
人
で
や
る
部
分
と
他
人
の
協
力
を
仰
ぐ
部
分
を
明
確
に
分
け

る
」と
い
う
こ
と
で
す
。い
つ
説
明
会
に
行
き
、ど
の
会
社
を
受
け
る
か
な
ど

は
、自
分
ひ
と
り
で
計
画
を
立
て
ス
ケ
ジ
ュ
ー
ル
管
理
を
す
る
必
要
が
あ
り

ま
す
。一
方
で
履
歴
書
や
面
接
練
習
な
ど
は
自
分
ひ
と
り
で
や
る
よ
り
、友
人

や
キ
ャ
リ
ア
支
援
課
の
方
た
ち
の
力
を
借
り
る
ほ
う
が
確
実
に
い
い
結
果
に

繋
が
り
ま
す
。肉
体
的・精
神
的
に
も
、体
調
に
だ
け
は
気
を
付
け
て
満
足
の

い
く
結
果
が
出
る
よ
う
、頑
張
っ
て
く
だ
さ
い
。

経済学部公共政策学科 ４年

水谷　丹音
海津市役所　合格

（岐阜県　大垣南高校出身）

「
み
ん
な
」で「
内
定
」！

■2016年3月卒業予定者の主な内定先（五十音順）
平成27年12月31日現在

愛知県警察官、（公財）大垣市体育連盟、大野町役場、海津市役
所、警視庁、静岡県警察官、富田高等学校、飛騨市社会福祉協議
会、福井県警察本部、防衛省・自衛隊、養老町消防本部

集
中
セ
ミ
ナ
ー
開
催

行政機関・教育機関等

ICDAホールディングス㈱、アイシン辰栄㈱、愛知日野自動車㈱、
㈱あきんどスシロー、㈱アクトス、㈱あさひ、イビデン産業㈱、イワ
タニ東海㈱、㈱エスケーアイ、越前丹生農業協同組合、ＮＴＮ㈱桑
名製作所、㈱大垣共立銀行、大垣西濃信用金庫、㈱オージース
ポーツ、カネ美食品㈱、北恵㈱、ぎふ農業協同組合、㈱クスリのア
オキ、㈱コスモネット、シンフォニアテクノロジー㈱、シーシーエヌ
㈱、生活協同組合コープみえ、西濃運輸㈱、㈱扇港電機、㈱大和、
高山信用金庫、ダンロップタイヤ中部(株)、中部国際空港旅客
サービス㈱、敦賀美方農業協同組合、東海マツダ販売㈱、東濃信
用金庫、トヨタカローラ岐阜㈱、トヨタカローラ静岡㈱、トヨタＵグ
ループ、トランス・コスモス㈱、名古屋製酪㈱、名古屋トヨペット㈱、
西美濃農業協同組合、㈱ネクステージ、濃飛西濃運輸㈱、長谷虎
紡績㈱、㈱バローホールディングス、東びわこ農業協同組合、飛
騨農業協同組合、㈱ビッグモーター、㈱ヒマラヤ、富士ソフト㈱、
㈱ベネッセスタイルケア、峰澤鋼機㈱、めぐみの農業協同組合、
メディカル・ケア・サービス㈱、㈱山久、吉田郡農業協同組合、米津
物産㈱、ラオックス㈱、ラブリークィーン㈱、リゾートトラスト㈱、㈱
琉球銀行

民間企業等

西濃運輸㈱　内定
（静岡県　二俣高校（現：天竜高校）出身）

砂川氏による「沖縄Uターンセミナー」 先輩チューターから様々なアドバイスをもらいました
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内
定
者
報
告

イ
ン
タ
ー
ン
シ
ッ
プ
の
成
果
を
発
表

　
私
が
金
融
業
界
を
選
ん
だ
理
由
は
父
に
あ
り
ま
す
。父
が
銀
行
員
で
、そ

の
姿
を
見
て
き
た
こ
と
が
大
き
く
影
響
し
て
い
る
と
思
い
ま
す
。銀
行
員
と

し
て
の
つ
ら
さ
や
や
り
が
い
を
、就
職
活
動
が
始
ま
る
前
か
ら
聞
い
て
い
ま
し

た
。そ
の
た
め
、銀
行
員
と
し
て
必
要
に
な
っ
て
く
る
資
格
を
、在
学
中
に
い
ち

早
く
勉
強
し
て
取
得
で
き
た
の
が
よ
か
っ
た
と
思
い
ま
す
。ま
た
、イ
ン
タ
ー

ン
シ
ッ
プ
を
通
し
て
、自
分
が
銀
行
で
働
く
イ
メ
ー
ジ
を
持
つ
こ
と
が
で
き
た

と
思
い
ま
す
。

　
大
垣
共
立
銀
行
は「
お
客
様
に
選
ば
れ
る
銀
行
」と
し
て
サ
ー
ビ
ス
の
1

歩
先
を
考
え
挑
戦
し
て
い
る
銀
行
で
す
。私
自
身
も
時
代
に
屈
す
る
こ
と
な

く
、挑
戦
し
続
け
る
人
材
に
成
長
し
た
い
と
思
い
志
望
し
ま
し
た
。

　
就
職
活
動
と
し
て
は
、解
禁
日
の
後
ろ
倒
し
に
よ
り
時
間
が
あ
っ
た
の
で
、

キ
ャ
リ
ア
支
援
課
や
外
部
講
師
の
今
枝
先
生
に
協
力
し
て
も
ら
い
、履
歴
書

の
作
成
や
面
接
練
習
を
重
点
的
に
練
習
し
て
い
ま
し
た
。ま
た
、受
け
る
企

業
の
リ
ス
ト
を
作
成
し
、何
月
か
ら
選
考
が
始
ま
る
の
か
、面
接
は
何
回
あ
る

の
か
、な
ど
を
把
握
し
た
上
で
合
同
説
明
会
や
企
業
説
明
会
に
多
く
参
加

し
、情
報
収
集
を
行
い
ま
し
た
。大
垣
共
立
銀
行
の
採
用
試
験
に
臨
む
前
に

い
く
つ
か
の
企
業
を
受
け
、筆
記
試
験
の
練
習
や
面
接
の
練
習
を
重
ね
ま
し

た
。落
ち
た
時
こ
そ
何
が
ダ
メ
だ
っ
た
の
か
を
考
え
、次
に
繋
げ
る
と
い
い
と

思
い
ま
す
。

　
一
生
に
一
度
の
経
験
で
戸
惑
う
こ
と
も
あ
る
と
思
い
ま
す
が
、後
輩
の
皆

さ
ん
が
人
生
の
先
輩
方
の
話
を
聞
い
て
学
ん
で
、納
得
の
い
く
就
職
活
動
に

な
る
こ
と
を
願
っ
て
い
ま
す
。

　
2
0
1
7
年
3
月
卒
業
予
定
者（
現
3
年
生
）を
対
象
に
、

1
月
9
日（
土
）・10
日（
日
）の
両
日
、「
み
ん
な
の
内
定
獲
得

（
み
ん
な
い
）・集
中
セ
ミ
ナ
ー
」を
、ま
た
沖
縄
県
出
身
者
に
は

「
U
タ
ー
ン
就
職
セ
ミ
ナ
ー
」を
、そ
れ
ぞ
れ
学
内
で
開
催
し

ま
し
た
。

　
1
2
1
名
の
学
生
が
申
し
込
ん
だ「
み
ん
な
い
」で
は
、

「
キ
ャ
リ
ア
形
成
」の
授
業
で
も
ご
担
当
い
た
だ
い
て
い
る
今

枝
正
史
氏
を
講
師
に
迎
え
、目
標
設
定
や
自
己
分
析
に
加

え
、自
己
紹
介
リ
レ
ー
や
グ
ル
ー
プ
デ
ィ
ス
カ
ッ
シ
ョ
ン
と
い
っ

た
、セ
ミ
ナ
ー
な
ら
で
は
の
実
践
指
導
を
多
く
採
り
入
れ
て

意
識
を
高
め
ま
し
た
。就
職
が
決
定
し
て
い
る
4
年
次
生
の

チ
ュ
ー
タ
ー
5
名
の
指
導
や
檄
も
効
果
的
で
、開
始
時
と
終

了
時
で
は
学
生
の
表
情
も
声
の
張
り
方
も
随
分
変
化
し
て
い

ま
し
た
。

　
一
方「
沖
縄
U
タ
ー
ン
セ
ミ
ナ
ー
」は
就
職
コ
ー
デ
ィ
ネ
ー

タ
ー
の
砂
川
政
二
氏
を
沖
縄
か
ら
招
き
、沖
縄
出
身
の
3
年

次
生
全
員
と
応
援
に
来
て
く
れ
た
4
年
次
生
内
定
者
で
、2

日
間
の
内
容
の
濃
い
セ
ミ
ナ
ー
と
な
り
ま
し
た
。「
沖
縄
の
企

業
へ
の
ア
プ
ロ
ー
チ
は
と
に
か
く
訪
問
が
大
切
、岐
阜
経
済
大

学
生
ら
し
く
元
気
に
、身
だ
し
な
み
に
細
心
の
注
意
を
し
て

い
け
ば
大
丈
夫
」と
力
強
い
言
葉
を
頂
き
ま
し
た
。セ
ミ
ナ
ー

に
は
、毎
年
チ
ャ
レ
ン
ジ
し
て
い
る
沖
縄
の
食
品
メ
ー
カ
ー
さ

ん
が
来
学
し
て
く
だ
さ
り
、緊
張
の
中
に
も
和
気
あ
い
あ
い

と
し
た
懇
談
会
で
し
た
。

　
就
職
活
動
へ
の
気
構
え
や
テ
ク
ニ
ッ
ク
だ
け
で
な
く
、「
仲

間
同
士
の
協
力
の
重
要
さ
」も
感
じ
な
が
ら
、2
月
以
降
の
レ

ギ
ュ
ラ
ー
セ
ミ
ナ
ー
を
経
て
、い
よ
い
よ
企
業
訪
問
本
番
へ
と

向
か
っ
て
い
き
ま
す
。

　
岐
阜
県
内
企
業
等
で
イ
ン
タ
ー
ン
シ
ッ
プ（
就
業
体
験
）を
し

た
学
生
に
よ
る
成
果
報
告
会
が
、11
月
25
日
に
岐
阜
県
イ
ン

タ
ー
ン
シ
ッ
プ
推
進
協
議
会
主
催
で
開
催
さ
れ
、5
大
学
の
学

生
が
参
加
。本
学
か
ら
は
経
済
学
部
経
済
学
科
3
年
の
近
藤
晋

司
さ
ん（
岐
阜
県 

市
立
岐
阜
商
業
高
校
出
身
）と
竹
下
尚
吾
さ

ん（
岐
阜
県 

大
垣
南
高
校
出
身
）が
、大
垣
西
濃
信
用
金
庫
で
お

世
話
に
な
っ
た
実
習
に
つ
い
て
、企
業
関
係
者
ら
約
1
5
0
名

を
前
に
共
同
で
報
告
し
ま
し
た
。「
参
加
動
機
」「
実
習
内
容
」

「
学
ん
だ
こ
と
」「
自
己
の
課
題
と
今
後
の
取
り
組
み
」と
い
う
流

れ
で
７
分
程
度
に
ま
と
め
る
中
で
、「
渉
外
業
務
研
修
」が
最
も

刺
激
を
受
け
た
と
口
を
揃
え
て
い
ま
し
た
。「
他
大
学
の
発
表

を
聞
く
こ
と
で
様
々
な
業
種
に
つ
い
て
学
び
、学
生
た
ち
と
の

交
流
も
で
き
ま
し
た
」（
近
藤
さ
ん
）、「
人
事
の
方
々
の
率
直
な

お
話
を
聞
け
た
の
が
勉
強
に
な
り
ま
し
た
」（
竹
下
さ
ん
）と
そ

れ
ぞ
れ
が
振
り
返
っ
て
い
ま
し
た
。

経済学部経済学科 ４年

宮川　昂久
㈱大垣共立銀行　内定

（岐阜県　多治見高校出身）

　
私
は
物
流
の
業
界
を
選
び
ま
し
た
。そ
の
中
で
も
西
濃
運
輸
を
選
ん
だ
理

由
と
し
て
は
、企
業
説
明
会
で
人
事
部
の
方
の「
人
々
の
生
活
に
は
、物
が
あ

ふ
れ
て
い
ま
す
。ど
の
よ
う
な
物
も
、届
け
る
人
が
い
な
け
れ
ば
私
た
ち
の
手

元
に
は
来
ま
せ
ん
。大
げ
さ
に
聞
こ
え
る
か
も
し
れ
ま
せ
ん
が
、物
流
の
存

在
な
く
し
て
現
代
社
会
の
生
活
は
成
り
立
つ
こ
と
が
で
き
な
い
の
で
す
。そ

う
い
っ
た
点
で
物
流
と
人
間
は
切
っ
て
も
切
れ
な
い
関
係
に
あ
る
と
い
え
ま

す
。」と
い
う
言
葉
に
、と
て
も
説
得
力
が
あ
り
、魅
力
を
感
じ
た
か
ら
で
す
。

ま
た
、実
際
に
先
輩
社
員
の
お
話
を
聞
く
こ
と
で
、職
場
の
人
間
関
係
の
良

い
印
象
を
受
け
ま
し
た
。そ
の
他
に
、全
国
に
支
店
が
あ
る
た
め
、多
く
の
人

と
関
わ
り
を
持
つ
こ
と
が
で
き
、自
分
自
身
の
世
界
を
広
げ
る
こ
と
が
で
き

る
と
思
っ
た
か
ら
で
す
。

　
就
職
活
動
内
容
と
し
て
は
、主
に
、企
業
が
企
画
す
る
説
明
会
に
参
加
し

ま
し
た
。内
定
ま
で
の
道
の
り
は
、筆
記
試
験（
適
性
検
査
、S
P
I
）、面
接

（
個
人
面
接
、集
団
面
接
）が
あ
り
ま
し
た
。西
濃
運
輸
は
、面
接
重
視
で
個

人
面
接
、集
団
面
接
を
含
め
、計
5
回
行
い
ま
し
た
。

　
業
界
に
よ
っ
て
多
少
異
な
る
と
思
い
ま
す
が
、自
己
P
R
、志
望
動
機
、

入
社
後
の
目
標
、関
心
の
あ
る
出
来
事
な
ど
言
え
る
よ
う
に
し
て
お
け
ば
、

面
接
は
ほ
ぼ
大
丈
夫
だ
と
思
い
ま
す
。ま
た
、グ
ル
ー
プ
ワ
ー
ク
も
あ
っ
た

の
で
、協
調
性
、コ
ミ
ュ
ニ
ケ
ー
シ
ョ
ン
能
力
も
重
要
に
な
っ
て
く
る
と
思
い

ま
す
。

経営学部スポーツ経営学科 ４年

榊原　大貴

　
私
が
公
務
員
を
目
指
し
た
理
由
は
、長
く
安
定
し
て
働
く
こ
と
が
で
き
る

た
め
で
す
。加
え
て
大
学
で
福
祉
に
つ
い
て
学
ぶ
う
ち
に
地
域
福
祉
に
つ
い
て

興
味
を
持
ち
、地
元
海
津
市
の
地
域
福
祉
に
携
わ
る
仕
事
が
し
て
み
た
い
と

思
い
、市
役
所
職
員
を
志
望
し
ま
し
た
。と
は
い
え
元
々
は
福
祉
施
設
へ
の
就

職
を
志
望
し
て
い
た
た
め
本
格
的
に
公
務
員
対
策
を
始
め
た
の
は
3
年
生

の
12
月
ご
ろ
か
ら
で
し
た
。

　
幸
い
ア
ル
バ
イ
ト
の
関
係
で
普
段
か
ら
英
語
や
数
学
に
触
れ
て
い
た
た

め
、試
験
対
策
自
体
は
そ
こ
ま
で
苦
戦
し
ま
せ
ん
で
し
た
。し
か
し
履
歴
書
や

面
接
シ
ー
ト
な
ど
は
一
人
で
書
き
上
げ
る
の
は
難
し
く
、P
A
C
支
援
室
に

常
駐
さ
れ
て
い
る
公
務
員
対
策
の
先
生
や
キ
ャ
リ
ア
支
援
課
の
方
た
ち
に
協

力
し
て
頂
き
ま
し
た
。面
接
は
就
職
活
動
中
に
数
回
行
い
ま
し
た
が
、ど
れ
も

「
で
き
た
！
」と
は
思
え
ま
せ
ん
で
し
た
。面
接
は
や
り
過
ぎ
か
な
？
と
思
う

ぐ
ら
い
に
く
り
返
し
経
験
し
た
方
が
い
い
と
思
い
ま
す
。私
の
場
合
、市
役
所

の
前
に
県
庁
の
面
接
を
受
け
た
た
め「
公
務
員
の
面
接
」を
体
験
で
き
ま
し

た
。こ
れ
は
市
役
所
の
面
接
に
プ
ラ
ス
に
な
っ
た
と
感
じ
て
い
ま
す
。

　
公
務
員
志
望
に
関
わ
ら
ず
就
職
活
動
を
さ
れ
る
方
た
ち
へ
の
ア
ド
バ
イ
ス

と
し
て
は
、「
一
人
で
や
る
部
分
と
他
人
の
協
力
を
仰
ぐ
部
分
を
明
確
に
分
け

る
」と
い
う
こ
と
で
す
。い
つ
説
明
会
に
行
き
、ど
の
会
社
を
受
け
る
か
な
ど

は
、自
分
ひ
と
り
で
計
画
を
立
て
ス
ケ
ジ
ュ
ー
ル
管
理
を
す
る
必
要
が
あ
り

ま
す
。一
方
で
履
歴
書
や
面
接
練
習
な
ど
は
自
分
ひ
と
り
で
や
る
よ
り
、友
人

や
キ
ャ
リ
ア
支
援
課
の
方
た
ち
の
力
を
借
り
る
ほ
う
が
確
実
に
い
い
結
果
に

繋
が
り
ま
す
。肉
体
的・精
神
的
に
も
、体
調
に
だ
け
は
気
を
付
け
て
満
足
の

い
く
結
果
が
出
る
よ
う
、頑
張
っ
て
く
だ
さ
い
。

経済学部公共政策学科 ４年

水谷　丹音
海津市役所　合格

（岐阜県　大垣南高校出身）

「
み
ん
な
」で「
内
定
」！

■2016年3月卒業予定者の主な内定先（五十音順）
平成27年12月31日現在

愛知県警察官、（公財）大垣市体育連盟、大野町役場、海津市役
所、警視庁、静岡県警察官、富田高等学校、飛騨市社会福祉協議
会、福井県警察本部、防衛省・自衛隊、養老町消防本部

集
中
セ
ミ
ナ
ー
開
催

行政機関・教育機関等

ICDAホールディングス㈱、アイシン辰栄㈱、愛知日野自動車㈱、
㈱あきんどスシロー、㈱アクトス、㈱あさひ、イビデン産業㈱、イワ
タニ東海㈱、㈱エスケーアイ、越前丹生農業協同組合、ＮＴＮ㈱桑
名製作所、㈱大垣共立銀行、大垣西濃信用金庫、㈱オージース
ポーツ、カネ美食品㈱、北恵㈱、ぎふ農業協同組合、㈱クスリのア
オキ、㈱コスモネット、シンフォニアテクノロジー㈱、シーシーエヌ
㈱、生活協同組合コープみえ、西濃運輸㈱、㈱扇港電機、㈱大和、
高山信用金庫、ダンロップタイヤ中部(株)、中部国際空港旅客
サービス㈱、敦賀美方農業協同組合、東海マツダ販売㈱、東濃信
用金庫、トヨタカローラ岐阜㈱、トヨタカローラ静岡㈱、トヨタＵグ
ループ、トランス・コスモス㈱、名古屋製酪㈱、名古屋トヨペット㈱、
西美濃農業協同組合、㈱ネクステージ、濃飛西濃運輸㈱、長谷虎
紡績㈱、㈱バローホールディングス、東びわこ農業協同組合、飛
騨農業協同組合、㈱ビッグモーター、㈱ヒマラヤ、富士ソフト㈱、
㈱ベネッセスタイルケア、峰澤鋼機㈱、めぐみの農業協同組合、
メディカル・ケア・サービス㈱、㈱山久、吉田郡農業協同組合、米津
物産㈱、ラオックス㈱、ラブリークィーン㈱、リゾートトラスト㈱、㈱
琉球銀行

民間企業等

西濃運輸㈱　内定
（静岡県　二俣高校（現：天竜高校）出身）

砂川氏による「沖縄Uターンセミナー」 先輩チューターから様々なアドバイスをもらいました
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駅伝部

2015年岐阜県学生野球秋季リーグ戦で優勝！

ボート部

全日本選手権で女子が初のメダル獲得！

　秩父宮賜杯第47回全日本大学駅伝対校選手権大会東海地区選考会（予選会）で優勝した駅伝部が、11
月1日（日）に開催された秩父宮賜杯第47回全日本大学駅伝対校選手権大会に出場しました。選手たち
は、秋晴れのなか名古屋・熱田神宮から三重・伊勢神宮106.8kmを8区間に渡って、目標とする17位以内
を目指して走り抜きました。結果は20位で、一昨年に初出場したタイムを18分24秒縮める5時間34分
42秒でのチーム記録更新は、選手たちの持てる力を出し切ったものと言えます。
　沿道から熱い声援を送ってくださった皆さん、ありがとうございました。

　リーグ最終戦マウンドを託されたのは、左のエース栄野川盛隆さ
ん。中盤まではランナーを背負いながらの我慢我慢の連続。それでも
しり上がりにストレートが伸び、終わってみれば10回を2安打完封・完
投で今季4勝目、見事胴上げ投手となりました。
　打線は、序盤から相手投手の140km後半のストレートに押され気
味の展開でしたが、試合終盤にかけて狙い球を絞り徐々に攻略、延長
10回、安打と四球で2死満塁とし、今季好調の大友伸久さんが左前に
運びサヨナラ勝ち！優勝を手にしました。

　9月10日（木）から13日（日）、埼玉県戸田市戸田ボートコース
にて第93回全日本選手権大会が開催され、本大会において、本
学ボート部女子が初のメダルを獲得しました。
　序盤は、スタートから飛び出した明治大学を、岐阜経済大学と
立命館大学が追いかける展開となりました。中盤、地力にまさる
立命館大学がトップにたち明治大学と競り合う中、本学チームは
リズムよく確実に3位をキープしました。終盤、明治大学との差を
詰め逆転が期待されましたが、順位は変わらずそのままゴールと
なりました。

　9月11日（金）から13日（日）、第84回日本学生陸上競技対校選手権大会がヤ
ンマースタジアム長居にて行われ、男子三段跳で4年生が4位入賞を果たしまし
た。日本学生個人選手権大会の5位に続いての全国入賞となります。今大会は、
個人7種目、リレー3種目に出場し、本学創部以来最多出場種目数になり、全国レ
ベルに挑戦する選手が増えています。
　10月10日（土）・11日（日）には、東海学生陸上競技秋季選手権大会が長良川
競技場にて行われ、男子走幅跳、男子やり投、男子4×400mRの3種目で優勝！
また、水野佑哉さんは、この大会で最優秀新人賞も獲得しています。
　また10月16日（金）から18日（日）、日本ジュニア選手権大会が瑞穂陸上競技
場にて行われ、男子走幅跳で3位、男子やり投で7位入賞を果たしました。

秩父宮賜杯
第47回全日本大学駅伝対校
選手権大会に出場！

Ekiden

陸上競技部

全日本インカレ男子三段跳4位！　日本ジュニア2種目入賞！
［種目］男子三段跳 ［記録］15ｍ63　4位入賞
渡部　昇　（経営学部スポーツ経営学科4年　三重県 桑名工業高校出身）

●第84回日本学生陸上競技対校選手権大会（日本インカレ）

福井　美紀（経営学部スポーツ経営学科2年　香川県 坂出商業高校出身）
長谷川　楓（経営学部スポーツ経営学科2年　静岡県 二俣高校（現：天竜高校）出身）

●女子舵手なしペア 3位

＜最高殊勲選手／最優秀投手＞
與座　海人（経営学部スポーツ経営学科2年　沖縄県 沖縄尚学高校出身）

●個人表彰

○投　手　栄野川盛隆（経営学部スポーツ経営学科2年　沖縄県 興南高校出身）
○二塁手　知念　幹也（経営学部スポーツ経営学科3年　沖縄県 宜野座高校出身）
○遊撃手　大友　伸久（経営学部スポーツ経営学科3年　静岡県 島田樟誠高校出身）
○外野手　徳元　佐亮（経済学部公共政策学科2年　沖縄県 興南高校出身）

●ベストナイン

［種目］男子走幅跳

［種目］男子やり投

［記録］7ｍ70　3位入賞

［記録］66ｍ80　7位入賞

外川　天寿（経営学部スポーツ経営学科1年　北海道 斜里高校出身）

水野　佑哉（再掲）

●第31回 日本ジュニア選手権大会

［種目］男子走幅跳

［種目］男子やり投

［種目］男子4×400mR

［記録］7m25

［記録］66m28

［記録］3分15秒43

井野　貴史（経営学部スポーツ経営学科3年　富山県 龍谷富山高校出身）

水野　佑哉（経営学部スポーツ経営学科1年　岐阜県 大垣商業高校出身）

川満　健太（経営学部スポーツ経営学科1年　沖縄県 那覇西高校出身）
荒木　海人（経営学部スポーツ経営学科1年　大阪府 大阪高校出身）
谷崎　吉泰（経営学部スポーツ経営学科1年　高知県 岡豊高校出身）
小田　直弥（経営学部スポーツ経営学科1年　新潟県 新潟産業大学附属高校出身）

●第42回東海学生陸上競技秋季選手権大会　優勝種目

硬式野球部

男子バレーボール部
東海大学男子バレーボールリーグ1部リーグ戦秋季大会　5位

女子バレーボール部
東海大学女子バレーボールリーグ2部リーグ戦秋季大会　4位

サッカー部
通算成績　7勝10敗1分 勝ち点22　6位

女子ソフトボール部
東海学生リーグ2部秋季リーグ戦　5位

2015年度下半期の主な課外活動成績

左：福井さん、右：長谷川さん
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駅伝部

2015年岐阜県学生野球秋季リーグ戦で優勝！

ボート部

全日本選手権で女子が初のメダル獲得！

　秩父宮賜杯第47回全日本大学駅伝対校選手権大会東海地区選考会（予選会）で優勝した駅伝部が、11
月1日（日）に開催された秩父宮賜杯第47回全日本大学駅伝対校選手権大会に出場しました。選手たち
は、秋晴れのなか名古屋・熱田神宮から三重・伊勢神宮106.8kmを8区間に渡って、目標とする17位以内
を目指して走り抜きました。結果は20位で、一昨年に初出場したタイムを18分24秒縮める5時間34分
42秒でのチーム記録更新は、選手たちの持てる力を出し切ったものと言えます。
　沿道から熱い声援を送ってくださった皆さん、ありがとうございました。

　リーグ最終戦マウンドを託されたのは、左のエース栄野川盛隆さ
ん。中盤まではランナーを背負いながらの我慢我慢の連続。それでも
しり上がりにストレートが伸び、終わってみれば10回を2安打完封・完
投で今季4勝目、見事胴上げ投手となりました。
　打線は、序盤から相手投手の140km後半のストレートに押され気
味の展開でしたが、試合終盤にかけて狙い球を絞り徐々に攻略、延長
10回、安打と四球で2死満塁とし、今季好調の大友伸久さんが左前に
運びサヨナラ勝ち！優勝を手にしました。

　9月10日（木）から13日（日）、埼玉県戸田市戸田ボートコース
にて第93回全日本選手権大会が開催され、本大会において、本
学ボート部女子が初のメダルを獲得しました。
　序盤は、スタートから飛び出した明治大学を、岐阜経済大学と
立命館大学が追いかける展開となりました。中盤、地力にまさる
立命館大学がトップにたち明治大学と競り合う中、本学チームは
リズムよく確実に3位をキープしました。終盤、明治大学との差を
詰め逆転が期待されましたが、順位は変わらずそのままゴールと
なりました。

　9月11日（金）から13日（日）、第84回日本学生陸上競技対校選手権大会がヤ
ンマースタジアム長居にて行われ、男子三段跳で4年生が4位入賞を果たしまし
た。日本学生個人選手権大会の5位に続いての全国入賞となります。今大会は、
個人7種目、リレー3種目に出場し、本学創部以来最多出場種目数になり、全国レ
ベルに挑戦する選手が増えています。
　10月10日（土）・11日（日）には、東海学生陸上競技秋季選手権大会が長良川
競技場にて行われ、男子走幅跳、男子やり投、男子4×400mRの3種目で優勝！
また、水野佑哉さんは、この大会で最優秀新人賞も獲得しています。
　また10月16日（金）から18日（日）、日本ジュニア選手権大会が瑞穂陸上競技
場にて行われ、男子走幅跳で3位、男子やり投で7位入賞を果たしました。

秩父宮賜杯
第47回全日本大学駅伝対校
選手権大会に出場！

Ekiden

陸上競技部

全日本インカレ男子三段跳4位！　日本ジュニア2種目入賞！
［種目］男子三段跳 ［記録］15ｍ63　4位入賞
渡部　昇　（経営学部スポーツ経営学科4年　三重県 桑名工業高校出身）

●第84回日本学生陸上競技対校選手権大会（日本インカレ）

福井　美紀（経営学部スポーツ経営学科2年　香川県 坂出商業高校出身）
長谷川　楓（経営学部スポーツ経営学科2年　静岡県 二俣高校（現：天竜高校）出身）

●女子舵手なしペア 3位

＜最高殊勲選手／最優秀投手＞
與座　海人（経営学部スポーツ経営学科2年　沖縄県 沖縄尚学高校出身）

●個人表彰

○投　手　栄野川盛隆（経営学部スポーツ経営学科2年　沖縄県 興南高校出身）
○二塁手　知念　幹也（経営学部スポーツ経営学科3年　沖縄県 宜野座高校出身）
○遊撃手　大友　伸久（経営学部スポーツ経営学科3年　静岡県 島田樟誠高校出身）
○外野手　徳元　佐亮（経済学部公共政策学科2年　沖縄県 興南高校出身）

●ベストナイン

［種目］男子走幅跳

［種目］男子やり投

［記録］7ｍ70　3位入賞

［記録］66ｍ80　7位入賞

外川　天寿（経営学部スポーツ経営学科1年　北海道 斜里高校出身）

水野　佑哉（再掲）

●第31回 日本ジュニア選手権大会

［種目］男子走幅跳

［種目］男子やり投

［種目］男子4×400mR

［記録］7m25

［記録］66m28

［記録］3分15秒43

井野　貴史（経営学部スポーツ経営学科3年　富山県 龍谷富山高校出身）

水野　佑哉（経営学部スポーツ経営学科1年　岐阜県 大垣商業高校出身）

川満　健太（経営学部スポーツ経営学科1年　沖縄県 那覇西高校出身）
荒木　海人（経営学部スポーツ経営学科1年　大阪府 大阪高校出身）
谷崎　吉泰（経営学部スポーツ経営学科1年　高知県 岡豊高校出身）
小田　直弥（経営学部スポーツ経営学科1年　新潟県 新潟産業大学附属高校出身）

●第42回東海学生陸上競技秋季選手権大会　優勝種目

硬式野球部

男子バレーボール部
東海大学男子バレーボールリーグ1部リーグ戦秋季大会　5位

女子バレーボール部
東海大学女子バレーボールリーグ2部リーグ戦秋季大会　4位

サッカー部
通算成績　7勝10敗1分 勝ち点22　6位

女子ソフトボール部
東海学生リーグ2部秋季リーグ戦　5位

2015年度下半期の主な課外活動成績

左：福井さん、右：長谷川さん
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 為房 牧専任講師

ため ふさ まき

経済のグローバル化における会計基準のあり方

　私
が
研
究
し
て
い
る
会
計
は
、企
業
の
経
営
実
態
を
映
し
出
す
鏡
で
す
。ヒ
ト
や
モ

ノ
の
動
き
が
全
て
会
計
数
値
と
し
て
財
務
諸
表
に
表
れ
て
き
ま
す
。

　法
律
上
、会
社
に
人
格
が
与
え
ら
れ
て
い
る
よ
う
に
、財
務
諸
表
は
、私
た
ち
の
健

康
診
断
書
の
よ
う
な
も
の
で
す
。主
要
な
診
断
書
と
し
て
、企
業
の
財
政
状
態
を
示
す

貸
借
対
照
表
、経
営
成
績
を
示
す
損
益
計
算
書
、そ
し
て
資
金
収
支
を
示
す
キ
ャ
ッ

シ
ュ
フ
ロ
ー
計
算
書
な
ど
が
あ
り
ま
す
。私
た
ち
は
年
に
1
度
の
定
期
的
な
受
診
を
勧

め
ら
れ
て
い
ま
す
が
、企
業
は
そ
の
健
康
状
態
を
定
期
的
に
開
示
す
る
よ
う
法
律
で

義
務
付
け
ら
れ
て
い
ま
す
。

　財
務
諸
表
に
載
せ
る
べ
き
項
目
や
数
値
を
決
め
る
ル
ー
ル
が
会
計
基
準
で
す
。も

と
も
と
会
計
基
準
は
そ
の
国・地
域
の
慣
行
や
法
令
等
に
基
づ
い
て
成
り
立
っ
て
い
る

た
め
、異
な
る
基
準
に
則
っ
て
作
成
さ
れ
た
財
務
諸
表
は
単
純
に
比
較
す
る
こ
と
が
で

き
ま
せ
ん
。企
業
の
経
営
活
動
が
グ
ロ
ー
バ
ル
化
す
る
に
つ
れ
て
、国
際
的
に
統
一
し

た
会
計
基
準
が
求
め
ら
れ
る
よ
う
に
な
っ
て
き
ま
し
た
。そ
れ
が
、国
際
財
務
報
告
基

準（
I
F
R
S
）で
す
。

　現
在
、わ
が
国
に
お
い
て
、異
な
る
4
つ
の
会
計
基
準
の
適
用
が
認
め
ら
れ
て
い
ま

す
。個
人
的
に
は
好
ま
し
い
状
況
と
思
い
ま
せ
ん
が
、会
計
基
準
の
あ
り
方
と
し
て
、

I
F
R
S
の
み
の
適
用
を
是
認
し
て
い
る
わ
け
で
は
な
く
、国
・
地
域
や
企
業
環
境
に

符
合
し
た
も
の
で
あ
る
べ
き
と
考
え
て
い
ま
す
。私
の
研
究
テ
ー
マ
は
、異
な
る
会
計

基
準
で
も
、投
資
家
が
適
切
な
意
思
決
定
が
行
え
る
よ
う
、ど
の
程
度（
範
囲
）の
相
違

で
あ
れ
ば
投
資
意
思
決
定
に
影
響
を
与
え
な
い
の
か
と
い
う
こ
と
に
つ
い
て
、理
論
的

研
究
を
行
っ
て
い
ま
す
。加
え
て
、企
業
に
社
会
的
責
任
が
求
め
ら
れ
て
い
る
今
日
に

お
い
て
、財
務
情
報
だ
け
で
は
な
く
、非
財
務
情
報
を
も
統
合
さ
せ
た
企
業
の
デ
ィ
ス

ク
ロ
ー
ジ
ャ
ー
を
考
え
て
い
く
必
要
が
あ
る
と
考
え
て
い
ま
す
。

経営学部

近 著 紹 介

趣味拝見
　岡山で生まれ育ちました。大学時代に、実学で
ある会計学を専攻しました。自分の将来を少しだ
け真剣に考え始めたとき、「英語・パソコン・国際
会計」という新・三種の神器が就職に必須という
記事を目にし、カナダのトロントに留学しました。
様々なバックグラウンドをもつ学生とのコミュニ
ケーションを通じて、これら3つが国際的に共通
したツールであることを実感し、どこでどんな仕
事をしようともこれらを基軸とした職に就こうと
決めました。正直、現職は想定外でしたが、ブレる
ことなく国際会計の教員として2015年4月に
本学に着任いたしました。

　趣味はたくさんありますが、最近、7歳から大学卒業
まで続けていたバイオリンを再開しました。今はまだ、
昔の教本を使って1人で練習しています。ゆくゆくは
大学時代のオーケストラ仲間とアンサンブルをしたり、
アマチュアオーケストラに入ってシンフォニー（交響
曲）を弾いてみたいと思っています。ベートーベンが好
きです。ダイナミックで力強い印象ですが、実はとても
綺麗で繊細な旋律が多いのです。
　それにしても、嫌々やらされて一日でも早くやめた
いと思っていたものを、また自ら弾いてみようと思える
日が来るとは、私以上に親が驚いていると思います。

　本書は、先の大震災が引き起した津波が
沿岸生態系に与えた影響とその回復につい
て、生態学者によって調査研究された成果
をまとめ、広く普及するために刊行された。
　その分担執筆として、森は「津波震災で誕
生した大槌町イトヨの新集団とその保全」を
寄稿した。数百年に一度という頻度で発生し
た大規模な撹乱について、震災前から調査
活動をしている岩手県大槌町の湧水河川と
そこに生息するイトヨにどのような影響を与
え、かつどのように応答したのかを解説し、
その保全が復興まちづくりに地域連携の中
でいかに活用されているかを紹介している。

森　誠一 中西 大輔
経営学部 専任講師

日本生態学会東北地区会編（共同執筆）　文一総合出版　2016年3月

流通とは、購入する商品や買い物を
する商店、そもそも買い物をするこ
となど、私たちの最も身近にある経
済活動です。しかし、生活に密着して
いるために理解している気になり、見
落としがちな現象もたくさんありま
す。本書は、流通を取り巻く急激な環
境変化を織り込んで刊行された新版
ですが、旧版と同じく内容やその解
説をポイントだけに絞り込み、事例も
直接密接に関連するものに限定し
て、「流通論の基礎の基礎」について
学べるよう配慮しています。

中西 大輔
経営学部 専任講師

番場博之編著（共同執筆）　八千代出版　2016年2月

　近年、「格差社会」を考察する研究成果
が多くみられるようになりましたが、消費
や流通に対する影響、さらにはその反作
用などを取り上げた研究はあまりみられ
ません。そうした中で、本書は、格差社会
の実相を示し、そのもとでのマーケティ
ングや消費の変容、流通チャネルや流通
分野における労働の変容などを解明して
います。さらに現代の地域社会が抱える
多様な問題に対しても、流通という切り
口からアプローチしています。

格差社会と現代流通―自然界に何が起きたのか―
生態学が語る東日本大震災

経済学部　教授

大野哲明、佐々木保幸、番場博之 編著（共同執筆）　同文舘出版　2015年10月

基礎から学ぶ 流通の理論と政策　新版

大学時代の部活動にて

45年続く老舗塗装会社の3代目
OB紹介

1
　現在、森塗工株式会社で代表取締役を務めています。祖父の時代から４５年続いている会社で
す。業務内容は建物の塗装工事で、簡単に言うと、ペンキ屋さんです。会社の経営管理はもとより、
打合せ、見積り、現場での作業と１人何役もこなしています。大変だろうと言う方もみえますが、こ
れが自分のスタイルなので楽しんでいます。

　現在のように、施設も充実していなかったし、部活動も盛んでなかったので、部活に属していま
せんでした。高校まで野球をやっていたので、大学でスポーツから離れてしまったことは後悔して
いますね。自分は、商業科からの推薦入学だったので、勉強は大変苦労しました。
　あと、大学でアルバイトを始めて、お金を稼ぐことの大変さを知りました。この頃からですかね、
親に感謝という気持ちが芽生えたのは。

　そうですね。大学で学んだ学問が現在の仕事に直接役立ってはいません。しかし、高校までと違い大学は、事細かく指導などはしてくれませ
ん。ある意味、放任主義というか、大人として扱ってくれました。遊びたければ遊べばいい、でも責任は自分でとれよみたいな。自己責任、とい

うことを教えて頂いたと思います。このことは、働くうえで非常に役立っています。仕事も同じで、さぼりた
ければさぼれます。しかし、結果として自分に跳ね返ってきますから。

　後輩のみなさんには、『時間』について考えて欲しいです。1日24時間、誰にも平等にありますが、過ぎ
た時間は、お金で買えません。時間をどう使うかは、1人1人の意識の問題です。挑戦したいことがあるの
なら、すぐにでも挑戦するべきです。結果がどうであれ、どう取り組んだのかは次の挑戦に役立つはずで
す。失敗してもいいんです。むしろ、失敗から学ぶことの方が多いのではないでしょうか。
　若いうちの苦労は、この先の人生に役立つはずです。

Q1．現在の業務内容について教えてください。

Q2．在学中はどのような大学生活を送っていましたか？

Q3．大学で学んだことで役に立っているのはどんなことですか？

Q4．在学生に向けて一言メッセージをお願いします。

森塗工株式会社 代表取締役

森 　祐治さん
経済学部経済学科（1994年度卒業）

地域に根ざした「街の身近な法律家」
OB紹介

2
　司法書士として独立開業後２年を経過しました。業務内容は、司法書士法に定められてい
る業務、具体的には、不動産や法人の登記申請・簡易裁判所訴訟代理・裁判所提出書類作成・
成年後見人業務等が主な業務となります。司法書士の異名である｢街の身近な法律家｣とし
て、地域密着をモットーに日々業務に追われています。

　私が在学中一番力を入れていたことは『部活動』です。当時は、天文部に在籍して、活動の
一環として、池田山で天体観測をしたり、学園祭にてプラネタリウムや、カフェを運営したりも
しました。学業の方は経済学部経済学科に所属していましたが、部活動に傾倒しすぎるあま
り、４年で卒業は出来ましたが、かなりぎりぎりで単位を取得したのが良い思い出です･･･。

　大学の講義で学んだことで、現在の職業に直接関係してくるものは「憲法」「民法」「商法」
等の法律分野ですが、仕事で会社経営者とお話することが多く、往々にして話題が政治・社会・
経済になるので、常に社会情勢に対してアンテナを張っていく必要があり、そのようなアンテ
ナを張る習慣を身につけられたこと、が今でも役に立っていると思います。
　さらに、学生時代に培った学友との友好関係も、かけがえのない宝物として大切にしていこ
うと思います。

　私が司法書士を志したのは、３０歳を過ぎてからで、それまでは全く関係の無い仕事をしていました。今となっては遅いですが“もっと早く
やっておけば”と思います。学生さんの中には、将来の夢や目標が“はっきりしている人”“そうでない人”様々だと思います（私は後者でした）
が、はっきりしている人はそれに邁進して頂き、そうでない人は、夢や目標を探すのは時間が掛かるので、とりあえず、何でもいいので資格を
取ることをお勧めします。誰でも取れる資格ではなく、ちょっと難関な資格なら一層良いかと思います。

Q1．現在の業務内容について教えてください。

Q2．在学中はどのような大学生活を送っていましたか？

Q3．大学で学んだことで役に立っているのはどんなことですか？

Q4．在学生に向けて一言メッセージをお願いします。

あさの司法書士事務所

浅野 大輔さん
経済学部経済学科（1997年度卒業）
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 為房 牧専任講師

ため ふさ まき

経済のグローバル化における会計基準のあり方

　私
が
研
究
し
て
い
る
会
計
は
、企
業
の
経
営
実
態
を
映
し
出
す
鏡
で
す
。ヒ
ト
や
モ

ノ
の
動
き
が
全
て
会
計
数
値
と
し
て
財
務
諸
表
に
表
れ
て
き
ま
す
。

　法
律
上
、会
社
に
人
格
が
与
え
ら
れ
て
い
る
よ
う
に
、財
務
諸
表
は
、私
た
ち
の
健

康
診
断
書
の
よ
う
な
も
の
で
す
。主
要
な
診
断
書
と
し
て
、企
業
の
財
政
状
態
を
示
す

貸
借
対
照
表
、経
営
成
績
を
示
す
損
益
計
算
書
、そ
し
て
資
金
収
支
を
示
す
キ
ャ
ッ

シ
ュ
フ
ロ
ー
計
算
書
な
ど
が
あ
り
ま
す
。私
た
ち
は
年
に
1
度
の
定
期
的
な
受
診
を
勧

め
ら
れ
て
い
ま
す
が
、企
業
は
そ
の
健
康
状
態
を
定
期
的
に
開
示
す
る
よ
う
法
律
で

義
務
付
け
ら
れ
て
い
ま
す
。

　財
務
諸
表
に
載
せ
る
べ
き
項
目
や
数
値
を
決
め
る
ル
ー
ル
が
会
計
基
準
で
す
。も

と
も
と
会
計
基
準
は
そ
の
国・地
域
の
慣
行
や
法
令
等
に
基
づ
い
て
成
り
立
っ
て
い
る

た
め
、異
な
る
基
準
に
則
っ
て
作
成
さ
れ
た
財
務
諸
表
は
単
純
に
比
較
す
る
こ
と
が
で

き
ま
せ
ん
。企
業
の
経
営
活
動
が
グ
ロ
ー
バ
ル
化
す
る
に
つ
れ
て
、国
際
的
に
統
一
し

た
会
計
基
準
が
求
め
ら
れ
る
よ
う
に
な
っ
て
き
ま
し
た
。そ
れ
が
、国
際
財
務
報
告
基

準（
I
F
R
S
）で
す
。

　現
在
、わ
が
国
に
お
い
て
、異
な
る
4
つ
の
会
計
基
準
の
適
用
が
認
め
ら
れ
て
い
ま

す
。個
人
的
に
は
好
ま
し
い
状
況
と
思
い
ま
せ
ん
が
、会
計
基
準
の
あ
り
方
と
し
て
、

I
F
R
S
の
み
の
適
用
を
是
認
し
て
い
る
わ
け
で
は
な
く
、国
・
地
域
や
企
業
環
境
に

符
合
し
た
も
の
で
あ
る
べ
き
と
考
え
て
い
ま
す
。私
の
研
究
テ
ー
マ
は
、異
な
る
会
計

基
準
で
も
、投
資
家
が
適
切
な
意
思
決
定
が
行
え
る
よ
う
、ど
の
程
度（
範
囲
）の
相
違

で
あ
れ
ば
投
資
意
思
決
定
に
影
響
を
与
え
な
い
の
か
と
い
う
こ
と
に
つ
い
て
、理
論
的

研
究
を
行
っ
て
い
ま
す
。加
え
て
、企
業
に
社
会
的
責
任
が
求
め
ら
れ
て
い
る
今
日
に

お
い
て
、財
務
情
報
だ
け
で
は
な
く
、非
財
務
情
報
を
も
統
合
さ
せ
た
企
業
の
デ
ィ
ス

ク
ロ
ー
ジ
ャ
ー
を
考
え
て
い
く
必
要
が
あ
る
と
考
え
て
い
ま
す
。

経営学部

近 著 紹 介

趣味拝見
　岡山で生まれ育ちました。大学時代に、実学で
ある会計学を専攻しました。自分の将来を少しだ
け真剣に考え始めたとき、「英語・パソコン・国際
会計」という新・三種の神器が就職に必須という
記事を目にし、カナダのトロントに留学しました。
様々なバックグラウンドをもつ学生とのコミュニ
ケーションを通じて、これら3つが国際的に共通
したツールであることを実感し、どこでどんな仕
事をしようともこれらを基軸とした職に就こうと
決めました。正直、現職は想定外でしたが、ブレる
ことなく国際会計の教員として2015年4月に
本学に着任いたしました。

　趣味はたくさんありますが、最近、7歳から大学卒業
まで続けていたバイオリンを再開しました。今はまだ、
昔の教本を使って1人で練習しています。ゆくゆくは
大学時代のオーケストラ仲間とアンサンブルをしたり、
アマチュアオーケストラに入ってシンフォニー（交響
曲）を弾いてみたいと思っています。ベートーベンが好
きです。ダイナミックで力強い印象ですが、実はとても
綺麗で繊細な旋律が多いのです。
　それにしても、嫌々やらされて一日でも早くやめた
いと思っていたものを、また自ら弾いてみようと思える
日が来るとは、私以上に親が驚いていると思います。

　本書は、先の大震災が引き起した津波が
沿岸生態系に与えた影響とその回復につい
て、生態学者によって調査研究された成果
をまとめ、広く普及するために刊行された。
　その分担執筆として、森は「津波震災で誕
生した大槌町イトヨの新集団とその保全」を
寄稿した。数百年に一度という頻度で発生し
た大規模な撹乱について、震災前から調査
活動をしている岩手県大槌町の湧水河川と
そこに生息するイトヨにどのような影響を与
え、かつどのように応答したのかを解説し、
その保全が復興まちづくりに地域連携の中
でいかに活用されているかを紹介している。

森　誠一 中西 大輔
経営学部 専任講師

日本生態学会東北地区会編（共同執筆）　文一総合出版　2016年3月

流通とは、購入する商品や買い物を
する商店、そもそも買い物をするこ
となど、私たちの最も身近にある経
済活動です。しかし、生活に密着して
いるために理解している気になり、見
落としがちな現象もたくさんありま
す。本書は、流通を取り巻く急激な環
境変化を織り込んで刊行された新版
ですが、旧版と同じく内容やその解
説をポイントだけに絞り込み、事例も
直接密接に関連するものに限定し
て、「流通論の基礎の基礎」について
学べるよう配慮しています。

中西 大輔
経営学部 専任講師

番場博之編著（共同執筆）　八千代出版　2016年2月

　近年、「格差社会」を考察する研究成果
が多くみられるようになりましたが、消費
や流通に対する影響、さらにはその反作
用などを取り上げた研究はあまりみられ
ません。そうした中で、本書は、格差社会
の実相を示し、そのもとでのマーケティ
ングや消費の変容、流通チャネルや流通
分野における労働の変容などを解明して
います。さらに現代の地域社会が抱える
多様な問題に対しても、流通という切り
口からアプローチしています。

格差社会と現代流通―自然界に何が起きたのか―
生態学が語る東日本大震災

経済学部　教授

大野哲明、佐々木保幸、番場博之 編著（共同執筆）　同文舘出版　2015年10月

基礎から学ぶ 流通の理論と政策　新版

大学時代の部活動にて

45年続く老舗塗装会社の3代目
OB紹介

1
　現在、森塗工株式会社で代表取締役を務めています。祖父の時代から４５年続いている会社で
す。業務内容は建物の塗装工事で、簡単に言うと、ペンキ屋さんです。会社の経営管理はもとより、
打合せ、見積り、現場での作業と１人何役もこなしています。大変だろうと言う方もみえますが、こ
れが自分のスタイルなので楽しんでいます。

　現在のように、施設も充実していなかったし、部活動も盛んでなかったので、部活に属していま
せんでした。高校まで野球をやっていたので、大学でスポーツから離れてしまったことは後悔して
いますね。自分は、商業科からの推薦入学だったので、勉強は大変苦労しました。
　あと、大学でアルバイトを始めて、お金を稼ぐことの大変さを知りました。この頃からですかね、
親に感謝という気持ちが芽生えたのは。

　そうですね。大学で学んだ学問が現在の仕事に直接役立ってはいません。しかし、高校までと違い大学は、事細かく指導などはしてくれませ
ん。ある意味、放任主義というか、大人として扱ってくれました。遊びたければ遊べばいい、でも責任は自分でとれよみたいな。自己責任、とい

うことを教えて頂いたと思います。このことは、働くうえで非常に役立っています。仕事も同じで、さぼりた
ければさぼれます。しかし、結果として自分に跳ね返ってきますから。

　後輩のみなさんには、『時間』について考えて欲しいです。1日24時間、誰にも平等にありますが、過ぎ
た時間は、お金で買えません。時間をどう使うかは、1人1人の意識の問題です。挑戦したいことがあるの
なら、すぐにでも挑戦するべきです。結果がどうであれ、どう取り組んだのかは次の挑戦に役立つはずで
す。失敗してもいいんです。むしろ、失敗から学ぶことの方が多いのではないでしょうか。
　若いうちの苦労は、この先の人生に役立つはずです。

Q1．現在の業務内容について教えてください。

Q2．在学中はどのような大学生活を送っていましたか？

Q3．大学で学んだことで役に立っているのはどんなことですか？

Q4．在学生に向けて一言メッセージをお願いします。

森塗工株式会社 代表取締役

森 　祐治さん
経済学部経済学科（1994年度卒業）

地域に根ざした「街の身近な法律家」
OB紹介

2
　司法書士として独立開業後２年を経過しました。業務内容は、司法書士法に定められてい
る業務、具体的には、不動産や法人の登記申請・簡易裁判所訴訟代理・裁判所提出書類作成・
成年後見人業務等が主な業務となります。司法書士の異名である｢街の身近な法律家｣とし
て、地域密着をモットーに日々業務に追われています。

　私が在学中一番力を入れていたことは『部活動』です。当時は、天文部に在籍して、活動の
一環として、池田山で天体観測をしたり、学園祭にてプラネタリウムや、カフェを運営したりも
しました。学業の方は経済学部経済学科に所属していましたが、部活動に傾倒しすぎるあま
り、４年で卒業は出来ましたが、かなりぎりぎりで単位を取得したのが良い思い出です･･･。

　大学の講義で学んだことで、現在の職業に直接関係してくるものは「憲法」「民法」「商法」
等の法律分野ですが、仕事で会社経営者とお話することが多く、往々にして話題が政治・社会・
経済になるので、常に社会情勢に対してアンテナを張っていく必要があり、そのようなアンテ
ナを張る習慣を身につけられたこと、が今でも役に立っていると思います。
　さらに、学生時代に培った学友との友好関係も、かけがえのない宝物として大切にしていこ
うと思います。

　私が司法書士を志したのは、３０歳を過ぎてからで、それまでは全く関係の無い仕事をしていました。今となっては遅いですが“もっと早く
やっておけば”と思います。学生さんの中には、将来の夢や目標が“はっきりしている人”“そうでない人”様々だと思います（私は後者でした）
が、はっきりしている人はそれに邁進して頂き、そうでない人は、夢や目標を探すのは時間が掛かるので、とりあえず、何でもいいので資格を
取ることをお勧めします。誰でも取れる資格ではなく、ちょっと難関な資格なら一層良いかと思います。

Q1．現在の業務内容について教えてください。

Q2．在学中はどのような大学生活を送っていましたか？

Q3．大学で学んだことで役に立っているのはどんなことですか？

Q4．在学生に向けて一言メッセージをお願いします。

あさの司法書士事務所

浅野 大輔さん
経済学部経済学科（1997年度卒業）
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創立50周年記念特集 第1弾

岐阜経済大学は
2017年4月に創立50周年を迎えます

【特集1】

【特集2】 大学は学びの宝庫! ―僕らの研究・大公開!―

【特集3】 誌上座談会 ―岐阜の地方創生から見る岐阜経済大学の役割―
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江西師範大学からの留学生を紹介します
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本学の協定校である中国・江西師範大学から来日している2名の留学生（編入学生・短期留学生）から、
日本での生活や今後の意気込みについてうかがいました。

　日本に来てから、あっという間に半年が経ちました。毎日とても楽しくて、充実しています。実は日本に来る前は、両親
と300km以上離れたことが一度もない自分は、本当にうまくやっていけるのかなと思っていました。でも、岐阜経済大
学の皆さんは想像以上に親切だし、先生や友達からもいろいろ助けてもらっているので、今まで生活の中で困ったこと
は何一つなかったと言えます。
　この半年間で、自分の日本語の能力はもちろん伸びましたし、ほかにも、いろいろ成長したと感じています。また、先
生はとても優しくて、分からないことがあったら何度でも詳しく説明してくれるおかげで、授業もとても順調に進んでい
ます。
　来学期の授業は今学期より大変だと思いますが、自分は目標を達成するために努力を惜しみません。優しい先生た
ちに恵まれているので、私はこれからも両親や先生たちの期待に応えられるように精いっぱい頑張っていくつもりです。

江西師範大学からの留学生を紹介します

学校法人岐阜経済大学と
学校法人大垣女子短期大学との
法人合併協議開始について

学内役職者

宇佐見 正史
安田　 晶彦
中川　 裕司

経済学部長（経済学部教授）

教務部長・留学生別科長（経営学部准教授）

キャリア支援部長（経営学部教授）

高橋　 信一
森　　 誠一

経営学部長・大学院研究科長（経営学部教授）

学生部長（経済学部教授）

鈴木　美保 企画広報課主事

2016年4月1日付

教職員人事

経済学部経済学科
科目等履修生（3年次編入学予定）

リ　カンさん

経済学部経済学科
短期留学生

ゴ　ベンさん

　私は中国の南部に生まれ、子どもの時からアニメをはじめ、様々な日本の文化と接してきました。日本のアニメやドラ
マを見ながら育つうちに、だんだん日本に対して興味をもちました。江西師範大学で日本語科を選び、一所懸命勉強し、
ようやく今年、交換留学生として日本に来ることができました。
　来日して半年が過ぎましたが、日本の生活にも慣れ、留学生活を通じて、改めていろいろなことが分かりました。正直、
外国で初めてのひとり暮らしは不安がありました。しかし、学生課の方をはじめとして、多くの方々に大学生活のお世話
をしていただき、留学生活にも慣れてきました。
　日本の大学の授業は中国とほぼ同じくらいで、自由な時間が多くあり、好きな研究や学問に打ち込むことができます。
　岐阜経済大学に来てからは、十万石まつりをはじめ、ホームステイや大垣市立中川小学校での交流事業など、多くの
イベントに参加し、様々な経験を通じて留学生活が豊かになり、日本に対しての興味もより一層深まりました。
　私は将来、日本の大学院に進学したいので、4月からの新学期は経済学を精一杯勉強し、さらに今、興味のある歴史学
ももっと勉強したいと思っています。

　新聞やテレビの報道により、既にご承知の方もおられると思います
が、学校法人岐阜経済大学と学校法人大垣女子短期大学は、平成28
年1月28日両学校法人の理事会において、両法人間で合併協議を開
始することを議決しました。これにもとづき、両法人は合併協議開始に
係る基本合意書を交わしました。今後、平成29年4月1日の法人合併
を目標に協議をすすめてまいります。
　なお、今回の協議は、あくまでも両大学を運営する2つの『学校法人』
の合併について協議するものであり、大学の合併ではありません。また、
平成28・29年度入学者についても、現状通りで変更はありません。

　このたび、学校法人岐阜経済大学並びに学校法人大垣女子短
期大学の代表者間において、今後の18歳人口の減少を背景と
する大学間競争に対処するとともに、地方創生等、地域における
高等教育機関としての期待に従前に増して応えられるよう、双方
が有する経営資源を一体的に有効活用し、もって経営基盤の強
化を図るため、学校法人の合併に向けた協議を開始することの
基本的合意に至りました。

1月28日（木）基本合意書を締結

合併協議開始の経緯と目的 合併協議開始の意義

①18歳人口急減期を迎えるにあたり、両法人の合併によるスケールメリット、及び双
方が保有する特色ある経営資源の有効活用による相乗効果を生み出すことが可能
となり、経営の安定化に資するものであります。
②西濃地域の主要高等教育機関の一元化により、地域における「知の拠点」として、教
育、文化、地域振興、スポーツ、健康福祉など、様々な分野での地域貢献の可能性が
広がります。
③本合併により、地域が期待する高等教育機関としての持続的発展を指向でき、西濃
学園都市の実現に近づくことができます。

退職 2016年2月29日付
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